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2021年を
振り返って

　
１
月
～
３
月

❶
成
人
式　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
策
と
し
て
初

の
オ
ン
ラ
イ
ン
生
配
信

　

式
典
を
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
し
た

ほ
か
、
市
内
４
カ
所
に
フ
ォ
ト
ス

ポ
ッ
ト
を
設
置
し
ま
し
た
。

❷
ス
ト
ッ
プ
！  

地
球
温
暖
化
。

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
を
宣
言

　

２
０
５
０
年
ま
で
に
二
酸
化
炭

素
の
実
質
排
出
量
ゼ
ロ
を
目
指
す

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
を
宣

言
。
地
球
温
暖
化
を
止
め
る
た
め
、

市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
省
エ
ネ

な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

　
４
月
～
６
月

❸
人
と
本
が
交
わ
る
場
。
市
立
図

書
交
流
館
「
い
こ
っ
と
」
が
オ
ー

プ
ン

　

ミ
ル
キ
ー
ウ
ェ
イ
ス
ク
エ
ア

（
波
津
区
）
内
に
、
市
立
図
書
交

流
館
「
い
こ
っ
と
」
が
オ
ー
プ
ン
。

誰
も
が
気
軽
に
使
え
る
交
流
・
憩

い
の
場
が
完
成
し
ま
し
た
。

❹
「
令
和
３
年
５
月
１
日
牧
之
原

市
竜
巻
等
災
害
」
発
生

　

布
引
原
地
区
、
勝
間
田
地
区
、

坂
部
地
区
、
須
々
木
地
区
の
４
カ

所
を
突
風
が
襲
い
、
３
人
が
け
が

を
し
た
ほ
か
、
住
家
や
農
業
用
施

設
な
ど
に
甚
大
な
被
害
が
発
生
。

　

こ
れ
を
受
け
、
全
国
か
ら
「
災

害
義
援
金
」
と
し
て
多
く
の
温
か

い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
静
岡
牧
之
原
茶
親
善
大

使
の
橋は

し

幸ゆ
き

夫お

さ
ん
が
い
ち
早
く
激

励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
く
だ
さ
る
と

と
も
に
、
全
国
各
地
の
コ
ン
サ
ー

ト
会
場
で
募
金
活
動
「
茶
太
郎
募

金
」
を
実
施
。
さ
ら
に
、
募
金
の

返
礼
品
と
し
て
、
被
災
し
た
農
家

が
生
産
し
た
お
茶
を
使
用
し
た

「
ち
ゃ
っ
き
り
茶
太
郎
茶
」
を
配

付
し
、
静
岡
牧
之
原
茶
の
Ｐ
Ｒ
に

つ
な
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

❺
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

開
始

　

高
齢
者
か
ら
順
次
、
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
開
始
。
市
内

医
療
機
関
で
の
個
別
接
種
と
静
波

体
育
館
な
ど
で
の
集
団
接
種
を
効

率
よ
く
進
め
た
結
果
、
11
月
上
旬

ま
で
に
、
接
種
を
希
望
す
る
人
の

う
ち
約
80
％
の
接
種
を
完
了
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
接
種
率
は
、

県
内
上
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

❻
「
改
革
の
精
神
を
継
承
」
田
沼

意
次
侯
の
銅
像
が
完
成

　

郷
土
を
代
表
す
る
偉
人
で
稀
代

の
政
治
家
「
田
沼
意
次
侯
」
の
銅

像
が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
銅
像

建
立
に
は
、
市
内
外
の
皆
さ
ま
か

ら
募
金
な
ど
に
よ
る
多
く
の
支
援

を
い
た
だ
き
、
凛
々
し
い
姿
の
お

披
露
目
と
な
り
ま
し
た
。

❼
た
く
さ
ん
の
笑
顔
あ
ふ
れ
た
聖

火
リ
レ
ー

　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

聖
火
リ
レ
ー
が
市
内
で
開
催
さ
れ
、

市
総
合
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
さ

ざ
ん
か
」
前
か
ら
静
波
海
岸
「
自

由
の
女
神
像
」
前
ま
で
の
約
１
・

５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
、
９
人
の
聖

火
ラ
ン
ナ
ー
が
ト
ー
チ
を
掲
げ
て

走
り
ま
し
た
。

　
７
月
～
９
月

●
市
内
海
水
浴
場
２
年
ぶ
り
開
設

　

期
間
の
短
縮
や
入
場
制
限
な
ど
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
を
徹

底
し
、
静
波
海
水
浴
場
、
さ
が
ら

サ
ン
ビ
ー
チ
の
市
内
２
つ
の
海
水

浴
場
を
開
設
。
約
８
万
５
千
人
の

入
込
客
が
あ
り
ま
し
た
。

❽
日
本
初
の
サ
ー
フ
ィ
ン
競
技
用

人
工
造
波
施
設
「
静
波
サ
ー
フ
ス

タ
ジ
ア
ム
」
営
業
開
始

　

約
１
０
０
種
類
の
波
を
作
り
出

し
、
初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
が

波
に
乗
る
こ
と
が
で
き
る
ウ
エ
ー

ブ
プ
ー
ル
。
市
の
重
要
施
策
で
あ

る
「
沿
岸
部
活
性
化
」
の
起
爆
剤

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

❾
金
メ
ダ
ル
お
め
で
と
う
！　

東

京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
Ｕ
Ｓ

Ａ
サ
ー
フ
ィ
ン
事
前
合
宿

　

Ｕ
Ｓ
Ａ
サ
ー
フ
ィ
ン
チ
ー
ム
が

４
泊
５
日
の
日
程
で
２
０
２
０
東

京
五
輪
サ
ー
フ
ィ
ン
競
技
の
事
前

合
宿
を
市
内
で
行
い
ま
し
た
。

　

合
宿
中
か
ら
好
調
を
維
持
し
た

カ
リ
ッ
サ
・
ム
ー
ア
選
手
は
、
本

番
で
も
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
ラ
イ

デ
ィ
ン
グ
で
得
点
を
伸
ば
し
、
見

事
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
制
作
の
記
録
映
像
を

動
画
サ
イ
ト
「
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
」

で
公
開
し
、
こ
れ
ま
で
の
再
生
回

数
が
１
万
２
千
回
を
数
え
る
な
ど
、

国
内
外
に
牧
之
原
市
を
発
信
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
カ
リ
ッ
サ
選
手
は
市

長
と
の
ウ
ェ
ブ
会
議
で
「
来
年
、

牧
之
原
市
に
帰
り
ま
す
」
と
発
言

す
る
な
ど
、
継
続
的
な
交
流
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
が
続
き
、
第
５
波
に
よ
る
「
緊

急
事
態
宣
言
」
発
出

　

８
月
20
日
か
ら
９
月
30
日
の

間
、
静
岡
県
を
含
む
19
都
道
府
県

に
「
緊
急
事
態
宣
言
」
が
発
出
さ

れ
、
感
染
防
止
対
策
と
し
て
イ
ベ

ン
ト
の
中
止
・
延
期
や
公
共
施
設

の
開
館
時
間
短
縮
な
ど
が
行
わ
れ
、

市
民
生
活
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ

し
ま
し
た
。

　
10
月
～
12
月

❿
市
政
を
担
う
顔
ぶ
れ
が
決
定
！

牧
之
原
市
長
、
牧
之
原
市
議
会
議

員
選
挙

　

任
期
満
了
に
伴
う
牧
之
原
市

長
・
牧
之
原
市
議
会
議
員
選
挙
が

行
わ
れ
、
市
長
選
挙
は
現
職
の
杉

本
基
久
雄
氏
が
無
投
票
で
再
選
。

市
議
会
議
員
選
挙
は
、
投
票
の
結

果
、
16
人
の
市
議
会
議
員
が
決
定

し
ま
し
た
。

2021（令和３）年は、前年から全国にまん延し続
ける新型コロナウイルス感染症の感染拡大が人々の
行動制限をもたらし、８月には第５波による「緊急
事態宣言」が再発令されるなど、先行きの見えない
不安を抱く１年となりました。
市では感染拡大防止に向け、迅速なワクチン接種を
進めるとともに、社会経済活動の推進についても、
アフターコロナを見据え、さまざまな取り組みを展
開しました。❸

❶

❷

❹

❺

❻

❼

❽

❿

❾事前合宿中、「静波サーフ
スタジアム」でトレーニング
するカリッサ・ムーア選手
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■各施設の営業状況　（○ : 営業日、△ : 一部営業など、－: 休業日）

（＊）問い合わせは各一時預かり実施園（牧之原保育園・あおぞら保育園・相良保育園・静波保育園・川崎幼稚園・細江保育園）へお願いします。

年末年始の市の業務など施設 問い合わせ
12月 １月

備考25
土

26
日

27
月

28
火

29
水

30
木

31
金

１
　

２
日

３
月

４
火

５
水

相良総合センター　い～ら ☎�5544 ○ ○ ○ ー ー ー ー ー ー ー ○ ○
榛原文化センター ☎㉓0002

榛原文化センター
○ ○ ○ ー ー ー ー ー ー ー ○ ○

萩間・地頭方公民館 ○ ○ ○ ○ ー ー ー ー ー ー ○ ○
図書交流館いこっと 
榛原図書館

☎㉓7007
図書交流館いこっと ○ ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○

市史料館 ☎�2625 ○ ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○

地頭方原子力防災センター　ジーボ ☎㉓0058
危機管理課 ー ー ○ ー ー ー ー ー ー ー ○ ○

水道課（榛原庁舎敷地内
就業改善センター１階）

☎㉓0001 
榛原地域 

☎�2600 
相良地域

ー ー ○ ○ ー ー ー ー ー ー ○ ○ 漏水や濁りなどについて
は休業日も対応

市民相談センター ☎㉓0088 ー ー ○ ○ ー ー ー ー ー ー ○ ○
12月29日水～１月３日🈷
は、消費者ホットライン　

「１
い

８
や

８
や

」利用停止

生活支援センター　やまばと ☎㉓0073 ー ー ○ ○ ー ー ー ー ー ー ○ ○
生活支援センター　つばさ ☎�2610 ー ー ○ ○ ー ー ー ー ー ー ○ ○
相談室　こころ ☎㉒5529 ー ー ○ ○ ー ー ー ー ー ー ○ ○
地域包括支援センター　オリーブ ☎㉒8822 ー ー ○ ○ ー ー ー ー ー ー ○ ○

休業日も緊急時は対応可地域包括支援センター　さがら ☎�1900 ー ー ○ ○ ー ー ー ー ー ー ○ ○
地域包括支援センター　さんいく ☎㉓3600 ー ー ○ ○ ー ー ー ー ー ー ○ ○
子育て支援センター　榛原 ☎㉒0174 ー ー ○ △ ー ー ー ー ー ー ○ ○

△：午前のみ営業
子育て支援センター　相良 ☎080（2625）

8332 ー ー ○ △ ー ー ー ー ー ー ○ ○

子育て支援センター　みらいえ ☎㉓3180 ○ ○ ○ ○ ー ー ー ー ー ー ○ ○

保育園の一時預かり事業 （＊） △ ー △ △ ー ー ー ー ー ー ー ー △：状況により受け入れ
　　できない場合あり

榛原児童館 ☎㉒6975 ○ ○ ー △ ー ー ー ー ー ー △ ○
△：午後のみ営業

相良児童館 ☎�1535 ○ ○ ー △ ー ー ー ー ー ー △ ○

相良Ｂ＆Ｇ海洋センター
☎�4600

相良Ｂ＆Ｇ海洋
センター

○ ○ △ △ ー ー ー ー ー ー △ ○ △：窓口受付のみ
　　（午後５時まで）

相良総合グラウンド ○ ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○
片浜体育館・地頭方体育館 ○ ○ ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ○

ぐりんぱる

☎㉒8899
ぐりんぱる

○ ○ △ △ ー ー ー ー ー ー △ ○ △：窓口受付のみ
　　（午後５時まで）

フィットネスジム ○ ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○
静波グラウンド・仁田体育館
仁田アーチェリー場 ○ ○ ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ○

静波体育館 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 集団接種会場のため

謝恩閣（火葬場）
☎㉔1000

吉田町牧之原市
広域施設組合

ー ○ ○ ○ ○ ○ ー ー ○ ○ ○ ー

南遠地区聖苑（火葬場） ☎�0044
環境保全センター ー ○ ○ ○ ○ ○ ー ー △ ○ ○ ー △：午後のみ開館

農村の家 ☎�2618
農林水産課 ○ ○ ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ○

相良油田資料館 ☎�2525 ○ ○ ○ ー ー ー ー ー ー ー ー ○
物産センター ☎㉒2710 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ー ー ○ ○
さがら子生れ温泉会館 ☎�1126 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ー ○ ○ ○ ○

■
市
役
所
の
業
務

休
業
期
間

　

12
月
29
日
水
～
１
月
３
日
月

休
業
期
間
中
の
問
い
合
わ
せ

　
榛
原
庁
舎　
☎（
23
）
０
０
０
１

　
相
良
庁
舎　
☎（
53
）
２
６
０
０

［
戸
籍
の
届
け
出
な
ど
］

休
業
中
の
戸
籍
の
届
け
出

　
出
生
や
婚
姻
な
ど
の
届
け
出
は
、

当
直
職
員
ま
た
は
警
備
員
が
預
か

り
ま
す
。

　
受
付
場
所
は
、
榛
原
庁
舎
西
側

と
相
良
庁
舎
東
側
で
す
。

　
死
亡
届
の
受
付
時
間
は
、
午
前

８
時
15
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
で

す
。

証
明
書
等
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用

し
た
住
民
票
・
印
鑑
登
録
証
明
書

の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
は
、

12
月
29
日
水
～
１
月
３
日
月
ま
で

利
用
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

　
市
民
課　
☎
（
23
）
０
０
２
１

■
さ
ざ
ん
か
の
貸
館
業
務

休
業
期
間

　
12
月
28
日
火
～
１
月
３
日
月

問
い
合
わ
せ

　
社
会
福
祉
課

　
☎
（
23
）
０
０
７
０

■休日当番医　（診療時間）医科：午前９時～午後５時　歯科：午前９時～正午
▶急病者のみ受け付けます。通常の受診はご遠慮ください▶やむを得ず変更する場合や、対応できない診療科があります

医科

12月29日水 田形内科医院　　　　　 　　　　☎�5320 こどもクリニックおおかわ小児科（吉田町）　  ☎㉜6789
12月30日木 堀口外科医院　　　　 　　　　　☎�5858 かわしりこどもクリニック（吉田町）　　　 　☎㉝0555
12月31日金 あかほりクリニック　 　　　　　 ☎�5555 いしだ眼科（吉田町）　　　　　　 ☎㉞1400
１月１日　 渡辺内科医院　　　　　　　　　 ☎�5232 三輪クリニック（吉田町）　　　　　☎㉜7300
１月２日日 石井内科皮膚科医院    　　　　　☎㉒0013 千内科クリニック（吉田町）　　　　☎㉞1001
１月３日🈷 酒井内科医院　　　　　　　　　 ☎�1100 藤本クリニック　　　 　　　　　☎㉔1200

歯科

12月31日金
大角歯科医院　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 　　　　　　 ☎�0072
またひら歯科医院（島田市金谷）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ☎0547㊻2558

１月１日　 吉川歯科クリニック（島田市川根）　 　　　　　　　　　　　　　　　  　　　☎0547�3070
１月２日日 鈴木歯科医院（吉田町）　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　☎㉜3737
１月３日🈷 黒木歯科医院　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　☎㉒0208

診療 期日 開業医（榛南西部地区） 開業医（榛南東部地区）

■バスなどの運行（平日運行：□　土日祝運行：■　特別運行：☆　運休：ー）
　＊バスの時刻表など、詳細はしずてつジャストライン株式会社ホームページ（http://www.justline.co.jp）を確認してください。

バス路線 25
土

26
日

27
月

28
火

29
水

30
木

31
金
１ ２
日
３
月
４
火
５
水 問い合わせ

特急静岡相良線・島田静波線・藤枝相良線 ■ ■ □ □ ■ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ □ □ 静鉄バス
コールセンター
☎054（252）0505

萩間線・相良御前崎線・相良浜岡線 ■ ■ □ □ ■ ■ ■ ■ ■ ■ □ □
勝間田線 ■ ■ □ □ － － － － － － □ □
鬼女・菅山線 － － － － － － － － － － － － 地域振興課　☎�2612

デマンド乗合タクシー 令和３年運行最終日 ～ 令和４年運行開始日 問い合わせ
さかべ号 （火・木曜日運行） 12月28日火

運
休

１月４日火 東海タクシー株式会社
☎㉒0288かつまた号 （水・金曜日運行） 12月24日金 １月５日水

すげやま号・はぎま号 （火・金曜日運行） 12月28日火 １月４日火 御前崎タクシー株式会社　
☎㉘7776じとうがた号（月・木曜日運行） 12月27日🈷 １月６日木

まきのはら号（月・火・木・金曜日運行） 12月28日火 １月４日火 地域振興課　☎�2612

■ごみの収集と搬入　（○ : 営業日　－: 休業日　△：可燃ごみのみ）

施設 問い合わせ ごみ
12月 １月

備考25
土

26
日

27
月

28
火

29
水

30
木

31
金

１ ２
日

３
月

４
火

５
水

環境保全センター
（相良地域） ☎�0044

収集 ○ ー ○ ○ △ △ ー ー ー ー ○ ○ お住まいの地区の収集日は
「家庭ごみカレンダー」参照

搬入 ー ○ ○ ○ ー ー ー ー ー ー ○ ○ 12月28日は午後４時30分まで
１月４日は午前８時30分から

清掃センターさん
あーる・リサイクル
センター（榛原地域）

☎㉔0530
収集 ○ － ○ ○ ー ー ー ー ー ー ○ ○ お住まいの地区の収集日は

「家庭ごみカレンダー」参照

搬入 ー ○ ○ ○ ー ー ー ー ー ー ○ ○ 12月28日は午後４時00分まで
１月４日は午前８時30分から

2021

　 ▼ ▼2022

祝

祝

祝

祝

祝
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男
女
協
働
サ
ロ
ン
を
契
機
に
、
多
く
の
市
民
が
ま
ち
づ
く
り

に
触
れ
、
牧
之
原
市
自
治
基
本
条
例
が
そ
の
活
動
を
後
押
し
す

る
形
で
、
対
話
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
動
き
が
活
発
に

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
頃
に
は
、
市
民
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
が
市
の
重
要
施
策
の
方
向
性
を
決
め
る
市
民
主
体
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
舵
取
り
を
担
い
、
市
民
意
見
が
取
り
入
れ
ら
れ

る
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
代
表
的
な
も
の
に
は
、「
津
波
防
災
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
や

「
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基
本
計
画
」、
旧
片
浜
小
学
校
の
跡

地
利
用
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
市
が
直
面
す
る
課
題
に
対
し
、
何

度
も
対
話
を
重
ね
、
市
民
が
方
向
性
の
決
定
に
携
わ
る
仕
組
み

を
浸
透
さ
せ
て
い
き
ま
し
た
。

▼
地
域
リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
平
成
27
年
～
）

　
市
民
協
働
の
基
礎
と
な
る
制
度
や
仕
組
み
づ
く
り
を
経
て
、

現
在
は
、
次
世
代
の
地
域
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
高
校
生
を
対
象
と
し
た
「
地
域
リ
ー
ダ
ー
育
成
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
催
し
、
早
い
段
階
か
ら
ま
ち
づ
く
り
へ
の

関
心
を
持
つ
若
者
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

▼
市
民
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
活
躍
（
～
現
在
）

　
市
の
取
り
組
み
か
ら
始
ま
っ
た
「
対
話
に
よ
る
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
」
の
現
在
の
推
進
役
は
、
市
民
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
で

組
織
す
る
「
Ｍむ

す

び

ｕ
ｓ
ｕ
ｂ
ｉ
」
と
「
Ｃク

リ

ッ

プ

Ｌ
Ｉ
Ｐ
」
の
２
つ
の
団

体
が
担
っ
て
い
ま
す
。

　
両
団
体
の
皆
さ
ん
は
、
市
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、
地
域
リ
ー

ダ
ー
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ほ
か
、
学
校
再
編
や
総
合
計
画
な

ど
市
の
重
要
な
施
策
の
意
見
交
換
の
場
で
、
市
民
の
意
見
を
反

映
さ
せ
る
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を

担
い
、
市
民
と
市
を
つ
な
ぐ
調
整
役
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

▼
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

　
市
民
協
働
や
、
対
話
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
基
礎
と

す
る
自
治
基
本
条
例
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
市
民
参
加
を
明
記
し

て
い
ま
す
。

　
市
民
一
人
一
人
が
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
を
持
ち
、
対
話
の
場

で
意
見
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
第

一
歩
と
な
り
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
市
民
で
あ
る
こ
と

を
再
認
識
し
、
市
と
市
民
が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
条
例
化
し
た
「
牧
之
原
市
自
治
基
本
条
例
」
は
、

本
年
で
施
行
10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
現
在
の
牧
之
原
市
の
市
政
運
営
の
基
礎
と
な
る
自
治
基
本
条
例
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
、
条
例
の
根
幹
に
あ
る
「
市
民
協
働
」
や
「
対
話
に
よ
る
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
」
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
歴
史
を
振
り
返
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
地
域
振
興
課　
増
田
隆
助　
☎
（
23
）
０
０
５
３

牧
之
原
市
自
治
基
本
条
例

―
対
話
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
―

施
行
10
周
年

▼
市
民
協
働
の
始
ま
り
（
平
成
17
～
19
年
）

　
牧
之
原
市
誕
生
直
後
の
平
成
18
年
、
市
の
課
題
に
つ
い
て
市

民
自
ら
が
意
見
を
出
し
合
う
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
ま
き
の
は
ら
」
を

開
設
し
、
市
民
参
加
と
協
働
の
推
進
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
話
し
合
い
を
進
め
る
う
ち
に
、
会
を
円
滑
に
進
行

す
る
市
民
の
存
在
や
話
し
合
い
の
ル
ー
ル
が
必
要
で
あ
る
こ
と

を
実
感
し
ま
す
。
そ
こ
で
「
市
民
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
（
会
議

の
進
行
役
、
意
見
の
引
き
出
し
役
）」
を
養
成
す
る
「
ま
ち
づ

く
り
協
働
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
開
始
。
合
意
形

成
の
た
め
の
知
識
や
技
術
を
身
に
付
け
、
市
民
自
ら
が
会
を
運

営
し
、
意
見
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
人
財
育

成
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
頃
、
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
の
条
例
化
を
見
据
え
た

「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
を
考
え
る
会
」
を
設
置
し
、「
牧
之
原

市
自
治
基
本
条
例
制
定
」
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

▼
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
育
成
（
平
成
20
～
22
年
）

　
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
基
礎
を
身
に
付
け
た
市
民
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
が
活
躍
す
る
実
践
の
場
、
対
話
の
場
と
し
て

「
男
女
協
働
サ
ロ
ン
」
の
開
催
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
誰
で
も
参
加
で
き
る
話

し
合
い
の
場
と
な
る
よ
う
、
地
域
住
民
自
ら
が
地
域
の
課
題
を

解
決
す
る
場
を
設
定
し
ま
し
た
。

▼
牧
之
原
市
自
治
基
本
条
例
の
制
定
（
平
成
23
年
）

　
牧
之
原
市
誕
生
直
後
か
ら
、
市
民
協
働
の
根
拠
と
な
る
条
例

の
策
定
を
検
討
す
る
中
で
、
平
成
23
年
10
月
に
、
牧
之
原
市
自

治
基
本
条
例
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
条
例
は
、
牧
之
原
市

の
市
政
運
営
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
、
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く

り
が
条
例
と
し
て
明
記
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
市
民
協
働
の
取
組

を
後
押
し
す
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
条
例
の
推
進
役
と
な
る
「
牧
之
原
市
自
治
基
本
条
例

推
進
会
議
」
が
平
成
24
年
６
月
に
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
に
は
自
治
基
本
条
例
の
一
翼
を
担
う
「
牧
之
原
市

政
へ
の
市
民
参
加
に
関
す
る
条
例
」
が
施
行
さ
れ
、
自
治
基
本

条
例
の
中
の
市
民
参
加
に
対
し
、
具
体
的
な
取
り
決
め
を
明
記

し
ま
し
た
。

▼
重
要
課
題
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
平
成
24
年
～
）

　

 

牧
之
原
市
自
治
基
本
条
例

　

 

と
は

　
平
成
23
年
10
月
１
日
に
施
行
さ
れ

た
住
民
自
治
に
基
づ
く
自
治
体
運
営

の
基
本
原
則
を
定
め
た
条
例
で
す
。

　
条
例
は
、
前
文
、
８
章
、
全
30
条

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
情
報
共
有
、

市
民
参
加
、
市
政
運
営
な
ど
に
つ
い

て
、
市
民
、
議
会
、
行
政
の
責
務
や

役
割
、
権
利
な
ど
を
明
確
化
す
る
こ

と
で
市
民
の
権
利
を
保
障
し
、
市
民

の
意
見
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
仕
組

み
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

詳しくは市ホームページ
をご覧ください。

牧之原市自治基本条例 検索

牧
之
原
市
自
治
基
本
条
例

の
構
成

前
文

第
１
章　
総
則

第
２
章　
情
報
の
共
有

第
３
章　
市
民
参
加
の
推
進

第
４
章　
市
政
運
営

第
５
章　
他
の
自
治
体
等
と

　
　
　
　
の
連
携
・
協
力

第
６
章　
議
会
及
び
議
員

第
７
章　
市
長
及
び
職
員

第
８
章　
自
治
基
本
条
例
の

　
　
　
　
実
効
性
の
確
保

牧之原市自治基本条例施行10周年記念シンポジウム
「対話と協働で住民自治の実現を！」

■日時
　令和４年２月26日土　午後１時30分～午後４時30分
■会場
　相良総合センター  い～ら（須々木140番地）
■申込方法
　　　　　　市ホームページまたはＱＲコードから申し込む。
　　　　　　＊会場行きバスがあります。
　　　　　　　必要な人は申込時に併せて記入してください。
■定員
　500人（定員に達し次第、申込終了）
　＊感染症対策のため定員変更の可能性があります
■申込期間
　12月15日水～令和４年１月31日🈷
■内容
　基調講演　▶北川正恭氏「対話と協働で住民自治の実現を！」
　パネルディスカッション　「牧之原市の10年のあゆみとこれから」
　　▶北川正恭氏▶佐

さ

藤
と う

淳
あつし

氏（早稲田大学マニフェスト研究所研究員）▶杉
す ぎ

本
も と

基
き

久
く

雄
お

氏（牧之原市長）
　　▶市民ファシリテーター（Musubi　原

は ら

口
ぐ ち

佐
さ

知
ち

子
こ

氏、CLIP　武
た け

田
だ

てるみ氏）
　市民ファシリテーター実践報告
　　▶一般社団法人会議ファシリテーター普及協会  牧之原支部  Musubi ▶一般社団法人 CLIP
■新型コロナウイルス感染対策
　検温の実施、マスクの着用は必須となりますので、ご協力をお願いします。

北川 正恭（きたがわ・まさやす）氏
1944年三重県生まれ。早大商学部卒業。
三重県議会議員 3 期、衆議院議員 4 期、
三重県知事 2 期。知事退任後、早稲田
大学政治経済学術院教授。現在同大学名
誉教授、同大学マニフェスト研究所顧問。
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①
災
害
情
報
テ
レ
フ
ォ
ン

ガ
イ
ド

　

市
内
で
発
生
し
た
火
災
な
ど

に
よ
る
消
防
署
の
出
動
情
報
を

入
手
で
き
ま
す
。

☎
０
１
８
（
０
９
９
）
５
６
７
８

＊
通
話
料
金
が
発
生
し
ま
す
。

＊
一
部
の
電
話
で
は
利
用
で
き

　

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

②
ま
き
の
は
ら
Ｔ
ｅ
ａ

メ
ー
ル
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式

ア
カ
ウ
ン
ト

　

建
物
・
山
林
火
災
情
報
に
つ

い
て
は
、
メ
ー
ル
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

で
配
信
し
て
い
ま
す
。

▼
ま
き
の
は
ら
Ｔ
ｅ
ａ
メ
ー
ル

　

左
の
ア
ド
レ
ス
を
直
接
入
力

す
る
か
、
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

読
み
取
り
、
空
メ
ー
ル
を
送
っ

て
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

　

bousai.m
akinohara-city

　

@
raiden2.ktaiw

ork.jp

▼
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

（
ア
カ
ウ
ン
ト
名
＝
牧
之
原
市
）

　

ホ
ー
ム
画
面
で
「
牧
之
原
市
」

と
検
索
す
る
か
、
下
記
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
友
だ
ち

登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

    

消
防
団
か
ら
の
お
知
ら
せ

女
性
消
防
隊

　

牧
之
原
市
消
防
団
女
性
消
防
隊
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

女
性
消
防
隊
は
、
火
災
現
場
へ
向
か

う
男
性
消
防
団
員
と
は
違
い
、
女
性
な

ら
で
は
の
視
点
か
ら
地
域
に
貢
献
す
る

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

女
性
消
防
隊
で
は
、
新
入
団
員
を
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
入
隊
し
て
、

私
た
ち
と
一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

平
成
29
年
３
月
12
日
の
法
律
改
正
に

よ
り
、
普
通
免
許
で
運
転
可
能
な
車
両

総
重
量
が
３
・
５
ト
ン
に
変
更
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
法
改
正
後
に
取
得

し
た
普
通
免
許
で
は
、
市
消
防
団
で
所

有
す
る
３
・
５
ト
ン
以
上
の
消
防
車
両

を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

し
た
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
消
防
団
員
を
対
象

と
し
て
、
準
中
型
自
動
車
運
転
免
許

取
得
費
用
の
補
助
制
度
を
創
設
し
ま
し

た
。
そ
の
他
、
静
岡
県
消
防
協
会
の
補

助
制
度
も
併
せ
て
利
用
で
き
ま
す
。

入団のきっかけは、社会人にな
り地域に貢献できることがした
いと考えたことです。入団前は
「自分にできるだろうか」と不
安もありましたが、実際に入団
してみると、分団長をはじめ先
輩団員の皆さんはとても優しく、
楽しく活動しています。
消防団員として責任感を持ち、
地域に貢献できるよう、一生懸
命活動していきます。

良
ら

知
ち

 恵
け い

太
た

 団員（坂部区）

第３分団新入団員から（大江区・片浜区）
今
い ま

村
む ら

 晋
し ん

也
や

 分団長
第８分団から

私たち第８分団は、大江区・片浜区を管轄しており、「自
らの地域は、自ら守る」を胸に、35人で消防団活動
を行っています。
本年は新型コロナウイルスの影響により、短時間集中
で訓練を行っていますが、災害はいつ起こるかわかり
ません。最近では竜巻被害が記憶に新しく、災害が多
様化しており、消防団が必要とされることが多くなっ
てきていると感じています。
市民の生命財産を守るため、私たちと生まれ育った地
域を守っていきませんか。

　

牧
之
原
市
消
防
団
は
、
現
在
４
７
２

人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
安

全
安
心
の
た
め
、
地
域
防
災
の
中
核
を

担
っ
て
い
ま
す
。

［
消
防
団
Ｑ
＆
Ａ
］

Ｑ　

消
防
団
は
ど
ん
な
こ
と
を
す
る

の
？

Ａ　

消
火
活
動
、
風
水
害
対
応
、
花
火

　

大
会
警
備
、
防
災
訓
練
な
ど
の
地
域

　

活
動
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
に

　

参
加
し
ま
す
。

Ｑ　

消
防
団
に
入
る
た
め
に
は
？

Ａ　

市
内
に
居
住
、
勤
務
、
在
学
す
る

　

人
で
、
年
齢
が
18
歳
以
上
な
ら
、
誰

　

で
も
入
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

準
中
型
自
動
車
運
転
免
許
の

 

取
得
費
用
を
補
助
し
ま
す

　
牧
之
原
市
消
防
団
新
入
団
員
募
集
！

市内保育園での花火教室

Ｑ　

仕
事
で
忙
し
い
場
合
は
？

Ａ　

も
ち
ろ
ん
仕
事
や
学
業
を
優
先
し

　

て
く
だ
さ
い
。
団
員
は
、
仕
事
や
学

　

業
と
両
立
し
、
家
庭
の
協
力
を
得
な

　

が
ら
、
空
い
た
時
間
で
活
動
し
て
い

　

ま
す
。

Ｑ　

消
防
団
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
の
？

Ａ　

消
防
団
員
は
非
常
勤
特
別
職
の
地

　

方
公
務
員
で
す
。
活
動
に
必
要
な
資

　

機
材
は
無
償
で
貸
与
さ
れ
、
活
動
年

　

数
に
応
じ
た
退
職
報
奨
金
が
支
給
さ

　

れ
ま
す
。
公
務
災
害
補
償
な
ど
福
利

　

厚
生
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

消
防
団
に
入
っ
て
良
か
っ
た
こ
と

　

は
？

Ａ　

地
域
や
仲
間
と
の
つ
な
が
り
が
で

　

き
ま
す
。
学
生
時
代
の
同
級
生
や
先

　

輩
・
後
輩
と
再
会
し
た
り
、
消
防
団

　

を
通
じ
て
新
し
い
仲
間
が
で
き
ま
す
。

実質負担額ゼロ

（例）
免許取得費用

15万円

準中型自動車運転免許
取得事業費補助制度

牧之原市から
10万円の補助

準中型自動車運転免許
平成29年３月12日に新た
に施行された、「普通免許」
と「中型免許」の間に当た
る新しい運転免許の種類。
この免許を取得すること
で、車両総重量７．５トン
未満、最大積載量４．５ト
ン未満の車両を運転するこ
とができます。

出初め式式典（過去の様子）

［
具
体
的
な
活
動
例
］

●
応
急
手
当
普
及
員
の
資
格
を
取
得

　

し
、
地
域
で
応
急
救
護
普
及
活
動
を

　

実
施

●
幼
稚
園
、
保
育
園
を
ま
わ
り
、
子
ど

　

も
た
ち
へ
花
火
の
安
全
な
遊
び
方
を

　

教
え
る
花
火
教
室
を
実
施

●
全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化
大
会
へ

　

の
参
加

●
辞
令
交
付
式
や
出
初
め
式
な
ど
消
防

　

団
式
典
へ
の
参
加

●
そ
の
他
、
夜
警
巡
視
な
ど
啓
発
活
動

　

や
広
報
活
動
を
実
施

メッセージ

静岡県消防協会から
５万円の補助

③
夜
警
巡
視
に
ご
協
力
を

　

消
防
団
で
は
、
夜
警
巡
視
を

12
月
か
ら
２
月
末
ま
で
実
施
し
、

火
災
の
発
生
予
防
お
よ
び
早
期

発
見
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

夜
間
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
消

防
車
輌
で
巡
回
し
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
巡
視
期
間
や
時
間
帯
は
、

地
域
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

④
新
春
出
初
め
式

　

令
和
４
年
牧
之
原
市
消
防
団

出
初
め
式
を
執
り
行
い
ま
す
。

１
年
の
無
火
災
・
無
災
害
を
祈

願
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
状
況
な
ど

に
よ
り
、
式
典
を
中
止
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

日
時　

令
和
４
年
１
月
９
日


　
　
　

午
後
２
時
～

場
所　
相
良
中
学
校

まきのはらTeaメール
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消
防
団
協
力
事
業
所
制
度
を
知
っ
て
い
ま
す
か

牧之原市消防団広報－架け橋　第19号

　

市
で
は
、
牧
之
原
市
消
防
団
に
積
極

的
に
協
力
し
て
い
る
事
業
所
や
団
体
に

対
し
て
、「
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示

証
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
協
力
事
業
所
に
な
る
に
は

　

次
の
要
件
を
１
つ
以
上
満
た
す
こ
と

で
、
協
力
事
業
所
に
な
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

▼
従
業
員
が
消
防
団
員
と
し
て
、
１
人

　

以
上
入
団
し
て
い
る
。

▼
従
業
員
の
消
防
団
活
動
へ
の
配
慮
に

　

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

▼
災
害
時
な
ど
に
事
業
所
の
資
機
材
な

　

ど
を
消
防
団
に
提
供
す
る
な
ど
協
力

　

を
し
て
い
る
。

▼
事
業
所
に
機
能
別
分
団
な
ど
を
設
置

　

し
て
い
る
。

▼
そ
の
他
、
消
防
団
活
動
に
協
力
す
る

　

こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
消
防
防
災
体

　

制
の
充
実
強
化
に
寄
与
し
て
い
る
。

＊
申
請
時
に
消
防
関
係
法
令
遵
守
状
況

　

に
つ
い
て
消
防
署
の
立
入
検
査
が
あ

　

り
ま
す
（
２
年
ご
と
に
更
新
が
必
要
）。

消
防
団
協
力
事
業
所
に
な
る
と

　
「
消
防
団
の
活
動
に
協
力
す
る
事
業

所
等
を
応
援
す
る
県
税
の
特
例
に
関
す

る
条
例
（
消
防
団
応
援
条
例
）」
に
よ

り
、
消
防
団
活
動
に
協
力
す
る
事
業
所

は
、
事
業
税
の
軽
減
措
置
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▼
控
除
内
容

　

各
事
業
年
度
の
事
業
税
の
２
分
の
１

に
相
当
す
る
額
を
控
除
（
１
０
０
万
円

を
限
度
）

▼
対
象

　

次
の
要
件
を
満
た
す
、
知
事
の
認
定

を
受
け
た
法
人
（
資
本
金
も
し
く
は
出

資
金
の
額
が
１
億
円
以
下
の
法
人
ま
た

は
出
資
金
の
額
が
１
億
円
を
超
え
る
特

別
法
人
に
限
る
。）
ま
た
は
個
人

（
１
）
県
内
に
事
業
所
等
を
有
し
、
か
つ

　

当
該
事
業
所
等
の
全
て
が
県
内
市
町

　

の
「
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
」

　

の
認
定
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

（
２
）
県
内
の
事
業
所
等
に
お
け
る
使
用

　

人
な
ど
の
う
ち
、
消
防
団
員
が
１
人

　

以
上
（
出
資
金
の
額
が
１
億
円
を
超

　

え
る
特
別
法
人
に
あ
っ
て
は
３
人
以

　

上
）
い
る
こ
と
。

（
３
）
消
防
団
活
動
に
配
慮
し
た
規
程

　
（
就
業
規
則
な
ど
）
を
整
備
し
て
い
る

　

こ
と
。

＊
出
資
金
が
１
億
円
を
超
え
る
特
別
法

　

人
は
、
地
方
税
法
に
規
定
す
る
特
別

　

法
人
で
あ
っ
て
、
平
成
28
年
４
月
１

　

日
以
後
に
事
業
年
度
を
開
始
す
る
事

　

業
税
か
ら
対
象
に
な
り
ま
す
。

事業所名 所在地
株式会社加藤組 牧之原市静波1637番地
セコム株式会社榛原営業所 牧之原市静波70番地９　第５YAMAMOTOビル
株式会社ハイナン 牧之原市静波121番地
有限会社榛原クリーンサービス 牧之原市細江1224番地１
株式会社木村組 牧之原市細江1563番地
株式会社松浦組 牧之原市細江3212番地１
有限会社大石建材 牧之原市坂部2919番地１
水野建設工業株式会社 牧之原市東萩間2918番地２
山本電機株式会社 牧之原市勝間684番地３
有限会社木下組 牧之原市勝田1258番地
株式会社明建 牧之原市女神21番地２
有限会社ＹＫ電気 牧之原市大寄201番地１
相良建設株式会社 牧之原市大江33番地２
株式会社クボバン 牧之原市大江598番地３
大石電設株式会社 牧之原市地頭方148番地１
本目商事株式会社 牧之原市地頭方935番地９
共和建設株式会社 牧之原市地頭方2194番地８
株式会社鈴木土建 牧之原市堀野新田161番地
株式会社望月塗工 御前崎市白羽5713番地11
東遠ガス熔材株式会社 吉田町片岡2206番地の１

■牧之原市消防団の活動に協力している消防団協力事業所

Makinohara City Information市政情報—

議
会
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

追
加
接
種
（
３
回
目
接
種
）
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　
健
康
推
進
課　
☎
（
23
）
０
０
２
４

議
会

健
康

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を
２
回
接
種
し

た
場
合
で
も
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
ワ

ク
チ
ン
の
有
効
性
が
低
下
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
国
が
追
加

接
種
（
３
回
目
接
種
）
の
実
施
に
つ
い
て

方
針
を
示
し
、
本
市
で
も
、
国
の
方
針
に

基
づ
き
接
種
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

接
種
対
象
者

▼
２
回
目
接
種
を
完
了
し
た
日
か
ら
、
原

　

則
８
カ
月
以
上
経
過
し
た
人

▼
18
歳
以
上
の
人

接
種
が
受
け
ら
れ
る
時
期

▼
令
和
４
年
９
月
30
日
ま
で
（
予
定
）

＊
３
回
目
接
種
を
希
望
す
る
人
は
、
令
和

　

４
年
１
月
30
日
ま
で
に
、
２
回
目
接
種

　

を
終
了
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

実
施
方
法

▼
個
別
接
種
＝
市
内
医
療
機
関

▼
集
団
接
種
＝
静
波
体
育
館

＊
医
療
従
事
者
は
勤
務
し
て
い
る
医
療
機

　

関
ま
た
は
医
師
会
単
位
な
ど
で
、
施
設

　

入
所
者
は
施
設
医
な
ど
と
調
整
し
て
実

　

施
予
定
で
す
。

使
用
ワ
ク
チ
ン

▼
当
面
は
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
ワ
ク
チ
ン
を
使

　

用
し
ま
す
（
今
後
は
、
武
田
／
モ
デ
ル

　

ナ
社
ワ
ク
チ
ン
も
使
用
予
定
）。

▼
初
回
接
種
（
１
回
目
・
２
回
目
接
種
）

　

と
追
加
接
種
（
３
回
目
接
種
）
は
異
な

　

る
ワ
ク
チ
ン
（
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
ワ
ク
チ

　

ン
ま
た
は
武
田
／
モ
デ
ル
ナ
社
ワ
ク
チ

　

ン
）
で
接
種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

接
種
券
の
発
送

　

医
療
従
事
者
か
ら
順
に
、
８
カ
月
以
上

経
過
し
た
人
へ
接
種
券
を
発
送
し
ま
す

（
２
週
間
ご
と
に
発
送
予
定
）。
接
種
券
が

お
手
元
に
届
き
次
第
、
電
話
も
し
く
は
予

約
サ
イ
ト
か
ら
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
施
設
に
入
所
し
て
い
る
高
齢
者
の
接
種

　

券
は
、
施
設
ご
と
に
お
渡
し
し
ま
す
。

＊
２
回
目
接
種
の
後
に
牧
之
原
市
に
転
入

　

し
た
人
は
、
市
に
接
種
記
録
が
な
い
た

　

め
、
接
種
を
希
望
す
る
場
合
は
申
請
を

　

お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

▼
接
種
で
き
る
医
療
機
関
や
日
程
な
ど
に

　

つ
い
て
は
、
決
ま
り
次
第
、
市
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
や
広
報
ま
き
の
は
ら
な
ど
で
お

　

知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
１
・
２
回
目
の
接
種
を
し
て
い
な
い
人

　

は
、
佐
故
医
院
と
田
形
内
科
医
院
で
接

　

種
で
き
ま
す
。
予
約
サ
イ
ト
か
ら
予
約

　

し
て
く
だ
さ
い
。

税
金

固
定
資
産
税
と
は

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日

現
在
に
お
け
る
市
内
の
固
定
資
産

（
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
）
の
所
有

者
に
課
税
さ
れ
る
地
方
税
で
す
。
年

の
途
中
の
売
買
や
相
続
な
ど
に
よ
り

所
有
権
が
移
転
し
た
場
合
で
も
、
そ

の
年
度
分
は
１
月
１
日
現
在
の
所
有

者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
税
は
、
市
税
全
体
の
約
半
分

を
占
め
て
お
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
や

公
共
事
業
な
ど
を
行
う
た
め
の
重
要

な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

納
税
義
務
者

　

固
定
資
産
税
を
納
め
て
い
た
だ
く

人
は
、
原
則
と
し
て
固
定
資
産
の
所

有
者
と
な
り
ま
す
。

税
額
の
算
出
方
法

　

固
定
資
産
税
の
税
額
は
「
課
税
標

準
額
×
税
率
」
に
よ
り
算
出
さ
れ
ま

す
。

税
率
と
課
税
標
準
額
に
つ
い
て

　

本
市
に
お
け
る
固
定
資
産
税
の
税

１
月
１
日
現
在
の
固
定
資
産
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　
税
務
課　
小
林
孝
明・山
口
佑
介　
☎
（
23
）
０
０
３
５

率
は
１
・４
％
で
す
。

　

課
税
標
準
額
は
、
原
則
と
し
て
固

定
資
産
の
価
格
（
評
価
額
）
と
同
じ

に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
住
宅
用
地

の
よ
う
に
特
例
措
置
が
適
用
さ
れ
る

場
合
や
、
宅
地
の
税
負
担
の
調
整
措

置
が
適
用
さ
れ
る
場
合
は
、
適
用
後

の
算
定
額
と
な
り
ま
す
。

評
価
の
方
法

　

総
務
大
臣
が
定
め
た
基
準
に
基
づ

い
て
評
価
を
行
っ
て
い
ま
す
。

［
土
地
］

　

地
価
公
示
価
格
や
不
動
産
鑑
定
評

価
価
格
を
基
に
、
宅
地
や
農
地
、
山

林
や
原
野
、
雑
種
地
な
ど
地
目
別
に

定
め
ら
れ
た
評
価
方
法
に
よ
り
行
い

ま
す
。

［
家
屋
］

　

完
成
し
た
家
屋
の
構
造
材
や
外
装
、

内
装
な
ど
に
評
点
を
付
け
る
家
屋
調

査
に
基
づ
い
て
算
定
し
た
価
格
に
、

経
過
年
数
な
ど
の
補
正
率
を
乗
じ
て

算
出
し
ま
す
。

［
償
却
資
産
］

　

資
産
の
取
得
時
期
や
取
得
価
格
、

耐
用
年
数
に
基
づ
き
、
経
過
年
数
に

応
じ
た
減
価
を
考
慮
し
て
算
出
し
ま

す
。
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商
工

　

市
で
は
、
市
や
県
、
政
府
系
金
融
機
関

な
ど
の
公
的
な
融
資
制
度
を
利
用
し
、
事

業
用
の
「
設
備
」
を
購
入
し
た
中
小
企
業

者
に
、
そ
の
資
金
に
係
る
利
子
相
当
額
を

対
象
と
し
て
「
利
子
補
給
金
」
を
交
付
す

る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
中
に
対
象
と
な
る
資
金
を
借

り
入
れ
、
新
た
に
設
備
を
導
入
し
、
令
和

３
年
12
月
末
日
ま
で
に
返
済
を
開
始
し
た

人
を
対
象
に
利
子
補
給
金
の
交
付
申
請
を

受
け
付
け
ま
す
の
で
、
必
要
書
類
を
持
参

し
、
手
続
を
行
う
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
者

　

市
内
に
お
い
て
事
業
を
営
ん
で
い
て
、

市
税
に
未
納
が
な
い
中
小
企
業
者

対
象
資
金

　

次
の
①
～
④
に
該
当
す
る
融
資
制
度
に

よ
り
借
り
受
け
た
設
備
資
金
。
た
だ
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る

支
援
（
特
別
利
子
補
給
制
度
な
ど
）
に
よ

り
、
実
質
的
に
無
利
子
化
と
な
っ
て
い
る

場
合
は
対
象
外
。

①
政
府
関
係
融
資
制
度

②
静
岡
県
融
資
制
度
（
国
連
携
新
型
コ
ロ

　

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
貸
付
お
よ
び

　

経
済
変
動
対
策
貸
付
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

　

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
枠
）
を
除
く
）

③
牧
之
原
市
小
口
資
金
融
資
制
度

④
商
工
貯
蓄
共
済
融
資
制
度

設
備
投
資
に
対
す
る
支
援

市
が
中
小
企
業
者
の
借
り
入
れ
利
子
を
補
給
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　
商
工
観
光
課　
永
田
一
真　
☎
（
53
）
２
６
４
７

交
付
額

　

借
入
金
額
の
１
％
以
内
（
限
度
額
10
万
円
）

交
付
期
間

　

借
入
日
か
ら
３
年
以
内

必
要
書
類

①
交
付
申
請
書

②
請
求
書　

③
融
資
制
度
の
名
称
が
確
認
で
き
る
も
の

　
（
信
用
保
証
決
定
の
お
知
ら
せ
の
写
し
な
ど
）

④
設
備
投
資
の
内
容
と
支
払
い
が
確
認
で

　

き
る
も
の
（
契
約
書
や
請
求
書
、
領
収

　

書
、
支
払
い
預
金
通
帳
の
写
し
な
ど
）

⑤
返
済
計
画
が
確
認
で
き
る
も
の
（
返
済

　

予
定
表
、
返
済
額
明
細
書
な
ど
）

⑥
令
和
３
年
中
の
月
々
の
利
子
の
支
払
い

　

が
確
認
で
き
る
も
の
（
利
息
引
落
し
預

　

金
通
帳
の
写
し
、
返
済
証
明
書
な
ど
）

⑦
そ
の
他
必
要
書
類

＊
交
付
申
請
書
と
請
求
書
は
、
市
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ

　

か
、
商
工
観
光
課
の
窓
口
で
も
配
布
。

受
付
期
間

　

令
和
４
年
１
月
４
日
火
～
14
日
金　

午

前
８
時
15
分
～
午
後
５
時
（
水
曜
日
の
み

午
後
７
時
）（
土
日
祝
日
を
除
く
）

会
場

　

商
工
観
光
課
（
相
良
庁
舎
２
階
）

申
込
方
法

　

必
要
書
類
を
用
意
し
、
受
付
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

市
民
メ
リ
ッ
ト
た
く
さ
ん
！

そ
ろ
そ
ろ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作
り
ま
せ
ん
か

問
い
合
わ
せ　
市
民
課　
落
合
洋
亮　
☎
（
23
）
０
０
２
１

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

メ
リ
ッ
ト

①
写
真
付
き
身
分
証
明
書
と
し
て
利

　

用
で
き
ま
す
。

②
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
住
民

　

票
の
写
し
と
印
鑑
登
録
証
明
書
の

　

交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　
（
午
前
６
時
30
分
～
午
後
11
時
、
年

　

末
年
始
を
除
く
）。

③
ｅイ

ー

タ

ッ

ク

ス

‐
Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申
告
・
納

　

税
シ
ス
テ
ム
）
を
利
用
で
き
ま
す
。

＊
確
定
申
告
期
間
中
は
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ

　

で
の
提
出
（
送
信
）
が
可
能
で
す

　
（
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
期
間
を
除
く
）。

④
健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

＊
医
療
機
関
が
シ
ス
テ
ム
対
応
し
て

　

い
な
い
場
合
は
、
今
ま
で
ど
お
り

　

健
康
保
険
証
の
提
示
が
必
要
で
す
。

４
つ
の
申
請
方
法

①
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
顔
写
真
を
撮

影
し
、
通
知
カ
ー
ド
ま
た
は
個
人
番

号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
（
以
下
「
申

請
書
」）
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
オ
ン

ラ
イ
ン
で
申
請

②
パ
ソ
コ
ン

　

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
顔
写
真
を
撮

影
し
、
所
定
の
フ
ォ
ー
ム
か
ら
通
知

カ
ー
ド
ま
た
は
申
請
書
の
Ｉ
Ｄ
を
入

力
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

③
ま
ち
な
か
の
証
明
用
写
真
機

　

証
明
用
写
真
機
で
「
個
人
番
号

カ
ー
ド
申
請
」
を
選
択
し
、
撮
影
用

の
お
金
を
入
れ
て
、
通
知
カ
ー
ド
ま

た
は
申
請
書
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
バ
ー

コ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
か
ざ
す

④
郵
便

　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

本
人
の
顔
写
真
１
枚
（
縦
４
・
５
㌢

㍍
×
横
３
・
５
㌢
㍍
で
、
直
近
６
カ

月
以
内
に
撮
影
し
た
、
正
面
・
無
帽
・

無
背
景
の
も
の
）
を
貼
り
、
封
筒
に

入
れ
て
ポ
ス
ト
に
投
か
ん

＊
申
請
書
が
な
い
と
き

　

市
民
課
窓
口
で
再
交
付
し
ま
す
。

次
の
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

（
本
人
ま
た
は
同
世
帯
の
人
以
外
は
、

委
任
状
が
必
要
で
す
）。

▼
運
転
免
許
証
、
住
基
カ
ー
ド
、
パ

　

ス
ポ
ー
ト
、
身
体
障
害
者
手
帳
、

　

運
転
経
歴
証
明
書
（
平
成
24
年
４

　

月
１
日
以
降
発
行
の
も
の
）
な
ど

　

顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書
１
点

ま
た
は

▼
健
康
保
険
証
、
介
護
保
険
証
、
年

　

金
手
帳
、
学
生
証
、
年
金
証
書
な

　

ど
か
ら
２
点

子
育

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

（
通
称
フ
ァ
ミ
サ
ポ
）
は
、
子
育
て
中
の

家
族
が
安
心
し
て
働
い
た
り
、
育
児
し

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
あ
ら

か
じ
め
登
録
し
た
地
域
の
会
員
同
士
が

活
動
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。

　

す
る
会
員
で
す
。
資
格
や
経
験
は
問

　

い
ま
せ
ん
。

　

会
員
登
録
後
に
「
ま
か
せ
て
会
員
研

　

修
」　
（
10
時
間
程
度
）
を
受
講
す
る

　

た
め
、
安
心
し
て
活
動
に
参
加
で
き

　

ま
す
。

★
両
方
会
員

　

お
ね
が
い
・
ま
か
せ
て
会
員
の
両
方

　

に
登
録
す
る
会
員
で
す
。

◆
活
動
内
容

　

▼
保
育
施
設
・
学
校
が
休
み
の
時
や
、

　

急
な
仕
事
・
学
校
行
事
へ
の
参
加
・

　

通
院
・
冠
婚
葬
祭
な
ど
で
保
護
者
が

　

外
出
し
た
際
の
託
児
▼
児
童
ク
ラ
ブ

　

や
習
い
事
の
送
迎　

な
ど

地
域
で
地
域
の
子
育
て
を
支
え
合
う

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ　

子
ど
も
子
育
て
課　

子
育
て
支
援
係　

☎
（
23
）
０
０
７
１

＜まかせて会員研修　日程表＞
①１月21日金午前　会員交流会
②２月４日金午前　児童虐待について
③２月16日水午前　子どもの栄養と発達、調乳実習
　　　　　　　　　乳幼児の関わり方と事故予防
④２月28日🈷午前　普通救命講習（心肺蘇生法、AED
　　　　　　　　　の使い方、気道異物除去法）
⑤３月８日火午前　楽しい！ ふれあいあそびと製作

＊講師の都合などにより内容が変更になる場合があります。
　研修時間などの詳細は、市ファミリー・サポート・センター
　（☎㉓0077）まで問い合わせてください。

［研修会場］　さざんか（④のみ吉田消防署）

★
お
ね
が
い
会
員
（
援
助
を
頼
み
た
い
人
）

　
市
内
に
住
所
が
あ
る
人
で
、０
歳
（
お

　

お
む
ね
生
後
４
カ
月
）
か
ら
小
学
校

　

６
年
生
ま
で
の
子
ど
も
の
い
る
人
が

　

利
用
で
き
ま
す
。

＊
入
会
金
や
年
会
費
、
保
険
加
入
の
負

　

担
金
な
し
。
利
用
料
は
６
０
０
円
か

　

ら
。
児
童
扶
養
手
当
な
ど
を
受
給
し

　

て
い
る
人
に
は
助
成
あ
り
。

★
ま
か
せ
て
会
員
（
援
助
を
行
い
た
い
人
）

　
市
内
お
よ
び
近
隣
市
町
に
住
む
20
歳

　

以
上
の
人
で
、
育
児
の
援
助
活
動
を

相
談

具
体
的
な
事
例

［
不
用
品
買
い
取
り
の
は
ず
が
貴
金

属
を
買
い
取
ら
れ
た
！
］

　
「
ど
ん
な
も
の
で
も
い
い
か
ら
女
性

用
衣
類
を
売
っ
て
ほ
し
い
」
と
女
性
か

ら
電
話
が
あ
り
、
来
訪
を
承
諾
し
た
。

　

後
日
来
訪
が
あ
り
、
着
物
類
を
見
せ

た
が
「
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
金
貨
は
な
い

か
」
と
男
性
に
せ
が
ま
れ
、
慌
て
て
叔

母
の
形
見
や
亡
夫
か
ら
も
ら
っ
た
指
輪

な
ど
の
貴
金
属
を
出
し
た
。
す
る
と
合

計
１
２
０
０
円
の
明
細
書
と
お
金
を
渡

さ
れ
、
物
品
を
持
ち
帰
ら
れ
た
。

　

貴
金
属
を
出
し
た
こ
と
を
後
悔
し
て

い
る
。
取
り
戻
し
た
い
。

（
70
歳
代　

女
性
）

ア
ド
バ
イ
ス

▼
買
い
取
り
事
業
者
が
、
事
前
に
買
い

　

取
り
を
承
諾
し
て
い
な
い
物
品
を
突

　

然
売
る
よ
う
に
要
求
し
た
り
、
消
費

　

者
の
自
宅
を
突
然
訪
問
し
て
勧
誘
し

　

た
り
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま

　

す
。

　

売
る
つ
も
り
の
な
い
貴
金
属
な
ど
の

　

売
却
を
迫
ら
れ
て
も
、
物
品
を
見
せ

　

ず
、
き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

▼
必
ず
契
約
書
を
受
け
取
り
、
す
ぐ
に

　

物
品
の
種
類
、
買
い
取
り
価
格
、
買

　

い
取
り
業
者
の
名
称
、
連
絡
先
な
ど

　

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

▼
買
い
取
り
業
者
の
訪
問
を
受
け
る
場

　

合
は
、
で
き
る
だ
け
一
人
で
対
応
せ

　

ず
、
信
頼
で
き
る
人
に
同
席
し
て
も

　

ら
い
ま
し
ょ
う
。

▼
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
る
場
合
が

　

あ
り
ま
す
。
困
っ
た
と
き
は
、
す
ぐ

　

に
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
（
消
費
生
活

　

セ
ン
タ
ー
）
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
「
１い

８や

８や

」

　

へ
の
相
談
も
で
き
ま
す
。

　

相
談
員
が
解
決
の
方
法
を
一
緒
に
考

え
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

不
用
品
買
い
取
り
業
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
事
例

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー　
杉
山
通
明　
☎
（
23
）
０
０
８
８

おねがい
会員

まかせて
会員

センター

依頼

依頼

援助活動

支払い
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ＺＯＯＭ　ＩＮ　ＭＡＫＩＮＯＨＡＲＡ　ＴＯＰＩＣＳ まちのわだい　ズームイン

スマートフォンを楽しく学ぼう！
■スマホ体験講座

　市では11月、相良総合センターい〜らと榛原文

化センターで、市民を対象とした「スマホ体験講

座」を４回開催し、合わせて55人が参加しました。

　この講座は、スマートフォン（スマホ）を所有

していない人に基本的な使い方を学び体験しても

らうことで、不安を解消し、スマホに関わる第一

歩としてもらうことを目的に開催。各回４人の専

門アドバイザーが、スマホやアプリの機能の解説

や実践指導を行い、参加者はスマホの面白さ、便

利さを体験しました。

専門アドバイザーがスマホの機能などについて解説

■市民のつどい

　青少年の健全育成と明るい社会づくりを考える

「市民のつどい」が11月20日、市史料館で開催さ

れました。式典では、「私の主張2021（作文）」優

秀賞受賞生徒の表彰と作文朗読のほか、人権擁護

委員による活動紹介などが行われました。

　また「好きなことを仕事にする」と題した記念

講演では、講師の“海の手配師”石
いし

垣
がき

幸
こう

二
じ

さんが

自身の半生を振り返りながら、沼津港深海水族館

初代館長として展示のトータルプロデュースをし

た経験などをユーモアを織り交ぜて語りました。

家庭と地域で子どもを育てる

色鮮やかな作品を楽しむ来場者

入所者の力作が会場を彩る
■市内介護事業所の入所者による作品展示会

　市内の介護事業所７事業所の入所者が制作した

作品の展示会が、11月20日から26日まで、相良総

合センターい～らで開催されました。

　展示された作品は、介護事業所の入所者がリ

ハビリのために制作したものなどおよそ500点で、

手芸や絵画、習字のほか、季節感のあるさまざま

な工作作品などが事業所ごとに展示され、会場を

鮮やかに彩りました。

　訪れた人は、会場をゆっくりと見て回り、展示

された作品を楽しんでいました。

カメラ越しにあいさつする講師の山﨑さん

■榛原中学校創立50周年記念式典

　市立榛原中学校（大
おお

石
いし

友
とも

巳
み

校長）では11月２日、

創立50周年記念式典を執り行いました。

　式典は、新型コロナ対策のため各教室のモニ

ターを使って配信形式で開催。３年生の前
まえ

田
だ

央
ひろ

人
と

さんが「50年の歴史を受けて、こころざしの種や

源を残していけるように頑張っていきたい」と生

徒代表の言葉を述べました。続いて、同校卒業生

で税理士の山
やま

﨑
ざき

広
こう

三
ぞう

さんが「こころざしを育む」

をテーマに講演し、生徒たちは真剣なまなざしで、

山﨑さんの話に耳を傾けていました。

創立50周年の歴史を祝う

ズームイン！
　カシャ！！

広報担当がどこにでも取材に行きます。
あなたの身近にあるホットで楽しい話題やイベントなどの情報をお待ち
しています。

情報交流課　☎0040　　seisaku@city.makinohara.shizuoka.jp

■勝間田城趾545年祭

　本年で廃城から545年となった勝間田城趾（県

指定史跡文化財）で11月14日、記念祭礼が行われ、

勝間田区や市の関係者、ゆかりのある御殿場市民

の皆さんなど約60人が出席しました。

　式典では、神事や来賓あいさつの後、市文化財

調査官の松
まつ

下
した

善
よし

和
かず

さんが「勝間田城 続々日本100

名城への道」をテーマに講話を行い、勝間田城の

魅力をさらに発信する方法などを解説しました。

　式典後には、勝間田小学校５・６年生による「侍

ソーラン」の披露も行われました。

勝間田城趾のさらなる発展を願う

職員から宮下遺跡の説明を受ける児童ら

■宮下遺跡発掘調査体験

　11月４日、宮下遺跡（坂部区）で発掘調査体験

が行われ、坂部小学校の５・６年生46人が参加し

ました。同遺跡では過去の調査で、大規模な建物

跡や日本最古級の六角卒塔婆などが発見されてい

て、今回は市道工事に伴い、10月末から８年ぶり

に発掘調査が実施されています。

　職員から遺跡の説明を受けた後、土器探しに挑

戦した児童らは、30分で土器の破片を10個ほど発

見。「こんな身近な所から土器が見つかるなんて、

すごい」と驚いていました。

数多くの貴重な土器を発掘

「アースランチ大賞」を受賞した勝間田小学校の代表児童

郷土への思いを料理に込めて

　11月17日、ミルキーウェイスクエア（波津区）

で「アースランチフェスティバル」が開催され、

市内５小学校が参加しました。

　前年に続き２回目の開催となるこの催しは、

児童が学校菜園で育てたものや地元で採れる食

材を使って創造力を働かせ、仲間や地域の人と

力を合わせて、楽しみながらオリジナル一品料

理を完成させるプロジェクトです。

　感染症対策のため、会場には各校の代表児童

３人が出席し、それぞれの料理に対する思いや

コンセプトを発表。審査員は、発表を聞いた後

に実際に料理を試食し、点数を付けました。

　審査の結果、「アースランチ大賞」は２年連

続で勝間田小学校が受賞しました。

■アースランチフェスティバル

「わたしの主張2021」優秀賞を受賞した作文を朗読する生徒

来場者に「侍ソーラン」を披露する勝間田小学校５・６年生
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Health Information健康ひろば

あ
な
た
の
生
活
に

＋
　（
プ
ラ
ス
テ
ン
）
！

　
健
康
を
保
つ
た
め
に
は
、

　
●
し
っ
か
り
食
べ
る
！

　
●
体
を
動
か
す
！

　
●
良
く
眠
る
！

　
こ
れ
ら
が
と
て
も
大
切
で
す
。

●
運
動
す
る
時
間
が
無
い
！

　

 

「
子
ど
も
が
小
さ
く
て
自
分

の
時
間
が
無
い
」「
仕
事
で
忙

し
く
帰
宅
後
は
そ
れ
ど
こ
ろ
で

は
な
い
」「
コ
ロ
ナ
禍
で
サ
ロ

ン
が
休
み
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
」
―
な
ど
、
運
動
が
で
き
な

い
背
景
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

情
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

●
運
動
の
う
れ
し
い
効
果

　

10
分
程
度
（
プ
ラ
ス
テ
ン
）

の
歩
行
を
１
日
に
数
回
行
う
だ

け
で
も
、
健
康
上
の
効
果
（
免

疫
力
ア
ッ
プ
、
生
活
習
慣
病
予

防
、
認
知
症
予
防
、
寝
た
き
り

予
防
な
ど
）
が
期
待
で
き
ま
す
。

●
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
＋
10

（
プ
ラ
ス
テ
ン
）

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
自
分
の
体
調
に
合
わ
せ
、
楽

し
く
気
軽
に
で
き
る
こ
と
か
ら

始
め
ま
し
ょ
う
！

　

ま
た
、
町
内
会
や
各
種
グ

ル
ー
プ
に
紹
介
で
き
る
体
操
も

複
数
あ
り
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

健
康
推
進
課　
保
健
師　
山
名

項目 期日 時間 会場 問い合わせ・申し込み

国保特定健診・長寿健診
(オプション検査あり)

18日

12：45～14：00

萩間公民館

国保年金課　☎0023

＊災害などの影響により、延期となる場合があります。

26日 坂部区民センター

27日 牧之原コミュニティセンター

24日
25日

相良保健センター

総合健康相談（心や健康のこと）
もの忘れ相談

随時
＊要予約

９：00～11：00
相良保健センター

予約制
健康推進課　☎0024

さざんか

体組成測定会 ４日 ９：30～11：00 さざんか
予約制
健康推進課　☎0024

こころとねむりの相談会 19日
９：00～10：00
10：00～11：00

さざんか
予約制
健康推進課　☎0024

自死遺族面接相談
「すみれ相談」

５日
13:00～16:00

静岡県精神保健福祉センター
静岡県精神保健福祉センター　☎054 (286) 9245

19日 富士健康福祉センター（富士市）

自死遺族のつどい
（東部わかちあい　すみれの会）

15日 13:30～15:30 ぬまづ健康福祉プラザ 静岡県精神保健福祉センター　☎054 (286) 9245

ＨＩＶ抗体検査 20日 ９：15～10：20 中部健康福祉センター
予約制
中部健康福祉センター地域医療課　☎054 (644) 9273

肝炎ウイルス検査 20日 ９：15～10：20 中部健康福祉センター
予約制
中部健康福祉センター地域医療課　☎054 (644) 9273

精神保健福祉総合相談
26日 13:30 ～

中部健康福祉センター
（藤枝市） 予約制

中部健康福祉センター地域医療課　☎054 (644) 9273
12日 14:30 ～ 島田市保健福祉センター

不妊・不育専門電話相談

毎週
（年末年始祝日休み）

10:00～19:00
静岡県不妊・不育専門
相談センター

静岡県不妊・不育専門相談センター　☎080 (3636) 3229
毎週、

（年末年始祝日休み）
10:00～15:00

項目 期日 時間 会場 対象 持ち物など 問

母子健康手帳の交付
（妊婦健康相談）

３日、17日
24日、31日

９：00～11：00 妊婦

妊娠届出書、個人番号カード
または通知カード
都合がつかない人は連絡し
てください

健

赤ちゃん相談 26日 ９：00～10：30 生後２カ月～７カ月未満 母子健康手帳、アンケート 健

７か月児健康相談 12日 ９：00～９：30 令和３年６月生まれ 母子健康手帳、アンケート 健

１歳児健康相談 21日 ９：00～９：30 令和３年１月生まれ 母子健康手帳、アンケート 健

１歳６か月児健診（満年齢） 19日 13：00～13：30 令和２年５月、６月生まれ 母子健康手帳、アンケート 健

２歳６か月児歯科健診 14日 13:00～13:30 令和元年５月、６月生まれ 母子健康手帳、アンケート 健

３歳児健診（満年齢） 13日 13：00～13：30 平成30年11月、12月生まれ 母子健康手帳、アンケート 健

３歳６か月児歯科健診 28日 ８：30～９：30 平成30年６月、７月生まれ 母子健康手帳、アンケート 健

４歳児歯科相談 28日 ８：30～９：30 平成29年12月、平成30年１月生まれ 母子健康手帳、アンケート 健

予防接種説明会 ７日 10:00集合
令和３年11月生まれの子の
保護者

母子健康手帳
出生時の配布資料

健

ＢＣＧ予防接種 20日 13：00～13：30 令和３年７月生まれ
母子健康手帳
予診票、体温計

健

子宮頸がんワクチン
現在は積極的勧奨が差し控えとなって
いますが、定期接種として可能です

中学一年～高校一年の女子
接種を希望する人は、
問い合わせてください。

健

まきたまクラブ(要予約) 15日 ９：30～12：00 妊婦（５～８カ月)や夫・家族 母子健康手帳 健

離乳食教室（要予約） 26日 ９:50集合 ４～５カ月児の保護者 母子健康手帳、アンケート 健

家庭児童相談室 月～金曜日
＊祝日は休み

９：00～16：00 18歳未満の子の保護者など 事前に電話連絡 こ

ブックスタート（要予約）
25日

13：30～14：30 令和３年９月生まれ
母子健康手帳、バスタオル、
参加費：100円（本代）

子榛
18日

年末・年始の忙しい季節です。
健康に気を配り、交通事故などにも気をつけましょう。

Ｍｅｓｓａｇｅ
お知らせ

１月の子どもの相談・健診・予防接種・講座

さ

ＮＯ．152

さ

さ

さ

さ

１月の大人の健診・相談

＊ 1歳６か月健康診査および３歳児健康診査は、対象年齢に達してから受診してください。

＊新型コロナウイルス感染症の状況によって、延期する場合があります。その際は「まきはぐメール」でお知らせします。

問い合わせ／健：健康推進課　☎0024　　こ：こどもセンター　☎0083　　子榛：子育て支援センター榛原　☎0174
　　　　　　社：社会福祉協議会　☎3500

会場／さ：健康福祉センターさざんか　　い：相良総合センターい～ら　　相：相良保健センター　　ＢＧ：相良Ｂ＆Ｇ海洋センター
　　　子榛：子育て支援センター榛原（さざんか）　子相：子育て支援センター相良（い～ら）　榛：榛原文化センター

静岡こども救急電話相談
子どもが急な病気で心配なとき、看護師や小児科医が電話で
アドバイスします。
毎日午後６時から翌朝８時まで。（年中無休）▲

＃8000……プッシュ回線の固定電話、携帯電話▲

☎054（247）9910……ダイヤル回線の固定電話、IP電話

志太榛原地域救急医療センター

▼所在地　藤枝市瀬戸新屋362－１（静岡県藤枝総合庁舎横）

▼診療時間　月～金曜日　午後７時30分～午後10時（年中無休）
　　　　　　＊土・日曜日は翌日午前７時まで。

▼診療科目 ［月～金］ 内科・小児科　［土・日］ 内科・小児科（第１土曜、第２・３・
　　　　　　４日曜の午後10時～翌日午前７時までは小児科のみ）

▼持ち物　保険証、各受給者証、服用中の薬　 ▼問い合わせ　☎054（644）0099

＊受診を希望する場合は、
　事前に電話をお願いします。

＊榛原総合病院の救急外来につ

　いては、直接問い合わせくだ

　さい。 ☎1131

１月の休日当番医
診療時間　午前９時～午後５時

＊都合により、休日当番医が変

　更となる場合があります。榛

　原医師会のホームページから

　も情報の確認ができます。

相

相

さ

さ

さ

さ

さ

子相

子榛

相

相

＋
10分

＋
10分

＋
10分

＋
10分

＋
10分

通
勤
・
通
学

は
自
転
車
で

き
び
き
び
と

掃
除
す
る

違
う
階
の

ト
イ
レ
を

使
う

テ
レ
ビ
を

見
な
が
ら

ス
ト
レ
ッ
チ

昼
食
後
に

散
歩
す
る

10

期日 開業医（榛南西部地区） 開業医（榛南東部地区）

１日　 渡辺内科医院　　　　　　　　　　☎5232　 三輪クリニック　　　　　　　　　☎7300

２日 石井内科皮膚科医院　　　　　　　☎0013 千内科クリニック　　　　　　　　☎1001

３日 酒井内科医院　　　　　　　　　　☎1100 藤本クリニック　　　　　　　　　☎1200

９日 座光寺医院　　　　　　　　　　　☎3206 玉井整形外科医院　　　　　　　　☎6667　

10日　 中村医院耳鼻咽喉科医院　　　　　☎0434 田﨑クリニック　　　　　　　　　☎8585

16日 高木内科医院　　　　　　　　　　☎0003 三輪クリニック　　　　　　　　　☎7300

23日 石井内科皮膚科医院　　　　　　　☎0013 こどもクリニックおおかわ小児科　☎6789

30日 あかほりクリニック　　　　　　　☎5555 千内科クリニック　　　　　　　　☎1001

祝

祝

2021.12 MAKINOHARA 1617 MAKINOHARA 2021.12



集まれ！まきのはらKIDS Kids

人のうごき（牧之原市の人口）

ＰＯＰＵＬＡＴＩＯＮ

忘れないで（税の納付期限など）

ＴＡＸ　etc

■人口　43,999人　（前月比－167人）

　（内外国人　2,011人）

　　　　男性　21,869人　女性　22,130人

　　　　出生　 14人　死亡　 64人

　　　　転入　 72人　転出　186人

　　　　そのほか　－３人

■世帯数　16,987世帯 （前月比－83世帯）

令和３年11月30日現在（住民基本台帳人口）

＊「そのほか」とは、転出を取りやめた人

　や、外国人で在留期限が切れたため住民

　票が消除された人などを数えています。

元気なKIDS募集中元気なKIDS募集中

４・５・６月号に掲載希望のキッズを受け付けます。

申込時間を守って、電話で申し込んでください。

申込日時　３月１日　午前８時15分～

申込資格　掲載時に市内在住の４歳未満の子ども

申 込 先　情報交流課　☎0040

フェイスブック インスタグラム

子育て世代に
役立つ情報
発信中！

▼▼

図書館へ行こうよ Library Information

待っています（広報紙の感想）

ＲＥＡＤＥＲＳ　ＶＯＩＣＥ

トップページ（表紙のお話）

ＴＯＰ　ＰＡＧＥ

市では11月から、公募の市民サポーター（ボ

ランティア）の皆さんの協力のもと、日本

語を話せない市内在住・在勤の外国籍住民

を対象とした「はじめての日本語教室」を

実施しています。

４回目となる11月28日は、牧之原消防署で

消火器の使い方や119番通報の仕方を実践

しながら学びました。

読んだ感想や今後取り上げてほしい記事、

牧之原市への思いなどを待っています。

〒421-0495　静波447番地１　情報交流課

☎0040　Email:seisaku@city.makinohara.shizuoka.jp

本市出身の漫画家・粂田晃宏さんから、サイン色紙とご自身の作品『不沈アタッカー』『モンキーピーク』
のコミック単行本、さらに『不沈アタッカー』の原画を寄贈していただきました。そこで、図書交流館いこっ
とでは、粂田さんの作品・原画の特別展示を開催します。

漫画家・粂
くめ

田
た

晃
あき

宏
ひろ

さん（本市出身）の作品・原画　特別展示を開催

『不沈アタッカー』は静岡県が舞台のバレーボール漫画で、主人公
が通う高校の名前が「静波高校」であるなど、本市にゆかりのある
地名やモデルとなった場所がたくさん出てきます。また、粂田さん
自身が学生時代にバレーボール選手として活躍した経験に基づく迫
力ある描写を、ぜひ原画でご覧ください！

［期間］令和４年１月５日水～２月13日日
［場所］図書交流館いこっと　テーマ展示コーナー
＊榛原図書館では、原画の複製を展示します。
＊『不沈アタッカー』は、図書交流館と榛原図書館で貸し出しています。
＊バレーボールや漫画家に関する本なども展示します。

単行本と原画は、兄の幹
みき
夫
お
さん（右）が代理

で寄贈してくださいました

サイン色紙とサイン入りのコミック単行本は、
図書交流館いこっとで展示しています
＊館内閲覧専用

県内の書店員、図書館職員が選ぶ「静岡書店大賞2021」が決定しました！
図書交流館いこっと・榛原図書館では、これまでの「静岡書店大賞」受賞作品を特集展示します。

［展示期間］12月18日土～令和４年１月20日木

「静岡書店大賞」受賞作品の特集展示を開催

粂田晃宏さんからのメッセージ
『不沈アタッカー』は、自分にとって連載デビュー
となった作品です。今見ると色々と荒削りですが、
当時の自分の情熱の全てが込められている作品
です。ぜひ足を運んでみてください。
漫画はペンと紙さえあれば、誰でも今すぐ描け
ます。興味があったら、ぜひチャレンジしてみて
ください！　努力の先に夢は叶う！

［
小
説
部
門
］

［
児
童
書
・
新
作
部
門
］

［
児
童
書
・
名
作
部
門
］

［
映
像
化
し
た
い
文
庫
部
門
］

スモールワールズ
一穂 ミチ／著　講談社
夫婦円満を装う主婦と、家庭に恵
まれない少年。「秘密」を抱えて
出戻ってきた姉とふたたび暮らす
高校生の弟。誰かの悲しみに寄り
添いながら、愛おしい喜怒哀楽を
描き尽くす連作集。

パンどろぼう vs
にせパンどろぼう
柴田 ケイコ／著　KADOKAWA
パンどろぼう、それは世界中のお
いしいパンを探しもとめる大どろ
ぼう…。
おいしそうなパンがたくさんでて
くるおはなしです。

11ぴきのねこ
馬場 のぼる／著　こぐま社
1967年に出版されてから、国内
外で読み継がれている絵本。
著者の馬場のぼるさんは、牧之原
市の友好都市である青森県三戸町
の出身です。

月まで三キロ
伊与原 新／著　新潮社
死に場所を探す男とタクシー運転
手の、一夜のドラマを描く表題な
ど、ままならない人生を月や雪が
温かく照らしだす、感涙の傑作六
編。

「静岡書店大賞2021」受賞作品

ひまわり号巡回日程　１月
巡回コースの詳細は、図書館ホームページでご覧ください。

［１コース］１月11日火　［２コース］１月12日水　［３コース］１月18日火　［４コース］１月19日水
［５コース］１月25日火　［６コース］１月26日水　［７コース］２月１日火　［８コース］２月２日水

図書館
HP

１月の納期一覧

市県民税　第４期　１月31日

国民健康保険税　第７期　１月31日

後期高齢者医療保険料　第６期　１月31日

保育料　１月分　１月31日

市営住宅使用料　１月分　１月31日

大
おお

石
いし

 一
いっ

茶
さ

くん（０歳）
令和３年４月10日生（落居）

みんなに愛されてる一茶君 !

これからも成長が楽しみ♪

いつも笑顔をありがとう

森
もり

田
た

 瑛
え

奈
な

ちゃん（２歳）
令和元年11月２日生（神寄）

いつもにこにこわんぱく娘

にぃにとなかよくおっきくな

ってねえなちんだいすき

小
こ

池
いけ

 音
おと

羽
は

ちゃん（０歳）
令和２年12月25日生（勝間田）

音楽が大好きな音ちゃん

いっぱい遊んで大きく

なってね !大好きだよ♪

秋
あき

定
さだ

 怜
れい

汰
た

くん（０歳）
令和３年３月22日生（大江）

色んなものに興味があり動く

ことが大好きなやんちゃ怜汰

すくすく大きくなってね☆

問い合わせ　社会教育課図書係　元木香代　☎㉓7007
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生活情報 ◆「マキコム」 ◆「ビタミンらぼ」公式
facebook

◆LINE公式アカウント

（ID : makinohara_city）

友だち追加は
こちらから！

◆携帯メール配信「まきのはらTeaメール」

　makinohara-city@raiden2.ktaiwork.jp

◆同報無線テレフォンサービス

　☎0999（通話料がかかります）

［
自
衛
官
候
補
生
］

　

自
衛
官
と
し
て
最
も
一
般
的
な
、

曹
お
よ
び
幹
部
へ
の
道
も
開
か
れ
た

コ
ー
ス
で
、
２
～
３
年
を
一
任
期
と

し
て
勤
務
し
ま
す
。

資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
人

試
験　
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

受
付
期
間　
試
験
は
年
間
を
通
し
て

行
っ
て
お
り
、
申
し
込
み
に
つ
い
て

も
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

申
込
方
法　
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ　
自
衛
隊
藤
枝
地
域
事

務
所

☎
０
５
４
（
６
４
３
）
６
３
９
１

［
親
子
で
体
験
教
室
～
焼
津
で
学
ぼ

う
、
体
験
し
よ
う
～
］

日
時　
令
和
４
年
２
月
13
日
日　
午

前
９
時
～
正
午

会
場　
静
岡
県
立
焼
津
青
少
年
の
家

対
象　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

内
容　
▼
保
護
者
向
け
の
講
演
会
▼

子
ど
も
向
け
の
遊
び
体
験
教
室
▼
親

子
一
緒
に
た
き
火
（
雨
天
の
場
合
は

館
内
活
動
）

定
員　
15
組
（
先
着
）

参
加
費　
無
料
（
た
き
火
で
作
る
材

料
は
各
自
持
参
）

申
込
方
法　
焼
津
青
少

年
の
家
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
あ
る
申
込
フ
ォ
ー
ム

か
ら
申
し
込
む
。

申
込
期
間　
令
和
４
年
１
月
９
日
日

午
後
１
時
～
１
月
23
日
日 

午
後
４

時
ま
で

［
黒
は
ん
ぺ
ん
を
作
ろ
う
～
作
っ
て

な
っ
と
く
、
食
べ
て
ま
ん
ぞ
く
～
］

日
時　
①
令
和
４
年
１
月
29
日
土

②
２
月
６
日
日　
午
前
９
時
15
分
～

正
午
（
両
日
と
も
）

会
場　
静
岡
県
立
焼
津
青
少
年
の
家

対
象　
家
族
（
３
歳
以
上
）

＊
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

内
容　
黒
は
ん
ぺ
ん
作
り

定
員　
16
組
（
先
着
）

参
加
費　
１
人
９
０
０
円

申
込
方
法　
焼
津
青
少
年
の
家
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
申
込
フ
ォ
ー
ム
か

ら
申
し
込
む
。

申
込
期
間　
令
和
４
年
１
月
６
日
木

午
後
１
時
～
１
月
16
日
日 

午
後
４

時
ま
で

問
い
合
わ
せ　
静
岡
県
立
焼
津
青
少

年
の
家

☎
０
５
４
（
６
２
４
）
４
６
７
５

　
詳
細
は
募
集
要
項
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

出
願
資
格　
▼
中
学
校
卒
業
見
込
み

の
人
、
中
学
校
を
卒
業
し
た
人
▼
高

等
学
校
転
入
学
希
望
者
、
中
退
者
な

ど募
集
定
員　
千
人

受
付
期
間　
令
和
４
年
３
月
17
日
木

～
29
日
火
ま
で
の
期
間
の
中
で
、
各

出
願
区
分
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
日

入
学
者
選
抜
方
法　
書
類
審
査

出
願
書
類
の
入
手
方
法　
▼
各
キ
ャ

ン
パ
ス
の
入
学
説
明
会
で
入
手
▼
各

キ
ャ
ン
パ
ス
で
直
接
入
手
（
事
前
に

電
話
連
絡
の
上
来
校
し
て
く
だ
さ

い
）
▼
郵
送
で
入
手
（
返
信
用
封
筒

（
角
１
封
筒
に
住
所
・
氏
名
を
明
記

の
上
、
５
１
０
円
切
手
を
貼
る
こ
と
）

を
同
封
し
て
郵
便
で
請
求
）

郵
便
請
求
先　
〒
４
２
０
ー
８
５
０
２

静
岡
市
葵
区
城
北
二
丁
目
29
番
１
号

静
岡
中
央
高
等
学
校　
中
央
キ
ャ
ン

パ
ス
「
願
書
配
布
係
」

［
入
学
説
明
会
］

日
時　
▼
令
和
４
年
１
月
30
日
日　

午
後
２
時
～
▼
２
月
16
日
水　
午
後

２
時
～　
＊
午
後
１
時
30
分
～
受
付

会
場　
静
岡
中
央
高
等
学
校
各
キ
ャ

ン
パ
ス　
▼
中
央
キ
ャ
ン
パ
ス
▼
東

部
キ
ャ
ン
パ
ス
（
三
島
市
文
教
町
一

丁
目
３
番
93
号　
県
立
三
島
長
陵
高

校
内
）
▼
西
部
キ
ャ
ン
パ
ス
（
湖
西

市
新
居
町
内
山
２
０
３
６
番
地　
県

立
新
居
高
校
内
）

そ
の
他　
事
前
予
約
不
要
（
保
護
者
、

先
生
も
歓
迎
）。
関
心
の
あ
る
人
に

も
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
静
岡
中
央
高
等
学
校

中
央
キ
ャ
ン
パ
ス

☎
０
５
４
（
２
０
９
）
２
４
３
１

稽
古
日　
毎
週
第
２
・
第
４
木
曜
日

時
間　
午
後
７
時
～
午
後
９
時
（
子

ど
も
は
午
後
８
時
ま
で
）

会
場　
吉
田
町
総
合
体
育
館　
柔
道

場
（
吉
田
町
住
吉
１
８
０
番
地
の
１
）

対
象　
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で

＊
初
心
者
大
歓
迎

用
具　
道
着
が
必
要
で
す

問
い
合
わ
せ　
吉
田
合
気
道　
中
村

☎
０
９
０
（
５
６
２
０
）
７
１
５
０

お 

知 

ら 

せ

　
毎
年
１
月
１
日
現
在
に
お
い
て
給

与
の
支
払
い
を
す
る
者
で
、
給
与
所

得
に
係
る
所
得
税
の
源
泉
徴
収
を
す

る
義
務
の
あ
る
者
は
、
期
限
内
に
総

務
省
で
定
め
る
給
与
支
払
報
告
書
を
、

給
与
支
払
い
を
受
け
て
い
る
人
の
１

月
１
日
現
在
の
住
所
所
在
の
市
町
村

長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
提
出
さ
れ
た
給
与
支
払
報
告
書
な

ど
に
よ
り
、
令
和
４
年
度
の
市
・
県

民
税
の
税
額
お
よ
び
徴
収
方
法
が
決

定
し
ま
す
。

提
出
方
法　
郵
送
ま
た
は
窓
口
へ
直

接
提
出
す
る
。

提
出
期
限　
令
和
４
年
１
月
31
日
月

＊
事
務
の
処
理
上
、
１
月
21
日
金
ま

で
に
提
出
。

問
い
合
わ
せ　
税
務
課　
西
原　

☎
（
23
）
０
０
３
５

　
市
で
は
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
に

参
加
し
、
毎
年
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
寄
贈
さ
れ
た
食
料
は
、
認
定
特
定

非
営
利
活
動
法
人
「
フ
ー
ド
バ
ン
ク

ふ
じ
の
く
に
」
を
通
じ
、
生
活
に
困

窮
し
、
食
の
支
援
を
望
む
人
に
提
供

さ
れ
ま
す
。

実
施
期
間　
令
和
４
年
１
月
４
日
火

～
31
日
月

回
収
ボ
ッ
ク
ス
設
置
場
所　
▼
市
役

所
（
榛
原
庁
舎
・
相
良
庁
舎
・
さ
ざ

ん
か
）
▼
市
内
幼
稚
園
・
保
育
園
・

こ
ど
も
園
（
地
頭
方
幼
・
地
頭
方

保
・
菅
山
保
・
萩
間
保
・
あ
お
ぞ
ら

保
・
牧
之
原
保
・
相
良
こ
・
静
波
保
・

細
江
保
・
勝
間
田
保
・
坂
部
保
）
▼

社
会
福
祉
協
議
会
（
相
良
総
合
セ
ン

タ
ー
い
～
ら
・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

龍
眼
荘
）
▼
カ
ネ
ハ
チ
榛
原
店
▼

ス
ー
パ
ー
ラ
ッ
ク
相
良
店
▼
市
内
郵

便
局
（
榛
原
細
江
・
榛
原
・
坂
部
・

勝
間
田
・
牧
之
原
・
萩
間
・
菅
山
・

相
良
）

問
い
合
わ
せ　
社
会
福
祉
課　
鈴
木

☎
（
23
）
０
０
７
０

　
落
語
家
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
家

と
し
て
活
躍
中
の
笑

し
ょ
う

福ふ
く

亭て
い

学が
っ

光こ

氏
を

お
招
き
し
、
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

　
落
語
を
楽
し
み
な
が
ら
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
に
つ
い
て

学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時　
令
和
４
年
２
月
27
日
日　
午

後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
（
午
後
１

時
開
場
）

会
場　
い
～
ら　
ホ
ー
ル

テ
ー
マ　
「
～
女ひ

と

と
男ひ

と

～　

笑
い
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
」

講
師　
笑
福
亭
学
光
氏
（
落
語
家
）

参
加
費　
無
料
（
事
前
申
込
制
）

定
員　
２
５
０
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法　
令
和
４
年
１
月
17
日
月

か
ら
、
社
会
教
育
課
（
相
良
庁
舎
3

階
、
榛
原
文
化
セ
ン
タ
ー
）
で
整
理

券
を
配
布
。
＊
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス

は
不
可

問
い
合
わ
せ　
社
会
教
育
課　
山
本

☎
（
53
）
２
６
４
６

 

募
　
集

　　
初
め
て
の
赤
ち
ゃ
ん
を
育
て
て
い

る
マ
マ
の
た
め
の
、
親
子
の
絆
作
り
、

親
同
士
の
仲
間
作
り
と
育
児
の
知
識

を
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
楽
し
く
学
び

ま
せ
ん
か
。

日
時　
令
和
４
年
１
月
14
日
金
、
21

日
金
、
28
日
金
、
２
月
４
日
金　
午

前
10
時
～
正
午

会
場　
さ
ざ
ん
か　
多
目
的
室

対
象　
令
和
３
年
7
月
17
日
～
令
和

３
年
11
月
13
日
生
ま
れ
の
第
1
子
の

お
子
さ
ん
と
そ
の
母
親

申
込
方
法　
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー(

さ

ざ
ん
か
内
）
に
あ
る
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
参
加
費
を
添
え
て

直
接
申
し
込
む
。

定
員　
８
組

参
加
費　
１
１
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
）

申
込
期
限　
12
月
24
日
金

＊
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

申
込
先　
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー　
田
中

☎
（
23
）
０
０
８
３

　　　
音
響
反
射
板
を
設
置
し
た
ス
テ
ー

ジ
で
、
コ
ン
サ
ー
ト
ピ
ア
ノ
を
弾
い

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
に
ち　

令
和
４
年
１
月
21
日
金
、

22
日
土
、
23
日
日

時
間　
▼
21
日
金
＝
午
後
４
時
～
午

後
９
時
▼
22
日
土
、
23
日
日
＝
午
前

９
時
～
午
後
５
時

会
場　
い
～
ら

対
象　
ど
な
た
で
も
（
市
外
の
人
で

も
可
）
＊
未
就
学
児
、
小
学
生
は
保

護
者
の
付
き
添
い
が
必
要

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
直
接
申
し

込
む
。

参
加
費　

1
時
間
単
位
、
事
前
納

付
▼
１
台
＝
５
０
０
円
▼
２
台
＝

１
０
０
０
円

申
込
先　
社
会
教
育
課　
中
田　

☎
（
53
）
２
６
４
６

　　　
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
や
ボ
ー
ル
、
椅
子

な
ど
を
使
っ
た
、
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

①
シ
ニ
ア
い
こ
い
体
操
教
室

②
ミ
ニ
ト
ラ
ン
ポ
ウ
ォ
ー
ク
教
室

③
健
康
・
美
筋
教
室

④
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

⑤
高
齢
者
い
き
い
き
体
操

⑥
歌
謡
曲
＆
楽
レ
ク
高
齢
者
健
康
教

室⑦
シ
ニ
ア
健
康
ト
リ
チ
ャ
レ
教
室

日
時　
▼
午
前
の
部
＝
午
前
10
時
～

午
前
11
時
▼
午
後
の
部
＝
午
後
１
時

30
分
～
午
後
２
時
30
分
▼
夜
間
＝
午

後
７
時
30
分
～
午
後
８
時
30
分

会
場　
ぐ
り
ん
ぱ
る
・
榛
原
文
化
セ

ン
タ
ー
・
相
良
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー

対
象　
一
般
成
人

期
間　
令
和
４
年
1
月
（
1
カ
月
間

開
催
、
各
教
室
1
人
1
回
限
り
）

参
加
費　

無
料
（
通
常
は
1
回

３
５
０
円
～
５
０
０
円
）

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
む
（
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
）

申
込
期
限　
前
日
ま
で

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ　
市
ス
ポ
ー

ツ
協
会
（
ぐ
り
ん
ぱ
る
）

☎
（
22
）
８
８
９
９

［
看
護
師
等
再
就
業
研
修
］

日
時　
令
和
４
年
２
月
１
日
火
、
２

日
水
、
３
日
木　
午
前
9
時
30
分
～

午
後
3
時
30
分

会
場　
静
岡
県
看
護
協
会
（
静
岡
市

駿
河
区
南
町
14
ー
25　
エ
ス
パ
テ
ィ

オ
３
階
）

対
象　
看
護
の
仕
事
を
し
て
い
な
い

看
護
職
免
許
保
有
者 

内
容　
講
義
・
演
習
（
最
近
の
看
護

の
動
向
、
感
染
管
理
、
救
急
看
護
、

医
療
安
全
管
理
、
高
齢
者
・
認
知
症

の
看
護
、
再
就
業
者
と
の
交
流
会
）

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
む
か
、

所
定
の
用
紙
を
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

送
信
し
て
申
し
込
む
。

受
講
料　
無
料
（
託
児
費
一
部
補
助
）

定
員　
20
人
程
度
（
先
着
順
）

申
込
期
限　
令
和
４
年
１
月
24
日
月

［
ナ
ー
ス
の
お
仕
事
フ
ェ
ア
］

　
地
域
の
医
療
機
関
が
、
お
仕
事
を

紹
介
し
ま
す
。
申
込
不
要
で
す
の
で
、

直
接
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
令
和
４
年
１
月
20
日
木　
午

後
４
時
～
午
後
７
時

会
場　
Ｂ
ｉ
ｖ
ｉ
藤
枝　
セ
ミ
ナ
ー

室対
象　
看
護
の
仕
事
を
し
て
い
な
い

転
職
を
考
え
て
い
る
看
護
職
免
許
保

有
者
お
よ
び
看
護
学
生

参
加
費　
無
料

そ
の
他　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
に
よ
り
変
更
の
場
合
あ
り
。

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ　

静
岡
県

ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
４
（
２
０
２
）
１
７
６
１

FAX 

０
５
４
（
２
０
２
）
１
７
６
２

募
集
職
種　
事
務
職
員　
若
干
名

資
格　
▼
日
本
国
籍
を
持
ち
、
地
方

公
務
員
法
第
16
条
の
欠
格
条
項
に
該

当
し
な
い
人
▼
高
校
卒
業
（
見
込
み

含
む
）
以
上
の
人
（
＊
）
▼
平
成
６

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

＊
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
、
短
期

大
学
お
よ
び
高
等
学
校
の
い
ず
れ
か

を
卒
業
ま
た
は
令
和
４
年
３
月
末
ま

で
に
卒
業
見
込
み
の
人
、
高
等
学
校

卒
業
程
度
認
定
試
験
に
合
格
し
た
人

［
第
１
次
試
験
］

日
時　
令
和
４
年
１
月
22
日
土

会
場　
吉
田
町
牧
之
原
市
広
域
施
設

組
合　
清
掃
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間　
午
前
９
時
20
分
～
午
前

９
時
50
分

試
験
時
間　
午
前
10
時
～
正
午

試
験
種
別　

教
養
試
験
（
マ
ー
ク

シ
ー
ト
方
式
に
よ
る
一
般
的
知
識
の

択
一
試
験
）

［
第
２
次
試
験
］

日
時　
令
和
４
年
２
月
14
日
月

会
場　
吉
田
町
役
場
５
階
会
議
室
１

お
よ
び
２

対
象　
第
１
次
試
験
合
格
者

試
験
内
容　
作
文
試
験
、
面
接
試
験

（
個
別
面
接
）

申
込
方
法　
事
務
局
に
あ
る
申
込
書

に
記
入
し
提
出

留
意
事
項　
▼
郵
送
に
よ
る
申
込
の

場
合
は
、
令
和
４
年
１
月
７
日
金
消

印
有
効
。
封
筒
に
「
試
験
申
込
」
と

記
載
す
る
こ
と
▼
申
込
用
紙
裏
面

（
受
験
票
の
郵
便
は
が
き
宛
名
面
）

に
63
円
切
手
を
貼
付
す
る
こ
と

申
込
用
紙
の
請
求　
事
務
局
に
直
接

ま
た
は
郵
送
で
請
求
す
る
。
郵
送
の

場
合
は
、
宛
先
を
明
記
し
た
返
信
用

封
筒
（
１
２
０
円
切
手
を
貼
付
）
を

同
封
す
る
こ
と
。

受
験
票
の
送
付　
受
験
票
は
申
込
締

切
後
に
送
付
。
令
和
４
年
１
月
19
日

水
ま
で
に
届
か
な
い
場
合
は
、
至
急

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
限　
令
和
４
年
１
月
７
日
金

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ　

吉
田
町
牧

之
原
市
広
域
施
設
組
合
事
務
局

〒
４
２
１

－

０
４
２
１　
牧
之
原
市

細
江
６
６
６
４
番
地
３

☎
（
24
）
１
０
０
０

　
質
問
や
詳
細
な
ど
は
、
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
職
種　
放
射
線
技
師
（
新
卒
）

募
集
人
数　
１
人

採
用
日　
令
和
４
年
４
月
１
日

試
験
日　
令
和
４
年
１
月
20
日
木

＊
午
後
１
時
45
分
～
受
付
開
始

試
験
内
容　
面
接
、
適
性
検
査

提
出
書
類　
履
歴
書
・
成
績
証
明
書
・

卒
業
見
込
み
証
明
書

申
込
期
限　
令
和
４
年
１
月
14
日
金

（
必
着
）
＊
郵
送
ま
た
は
持
参

問
い
合
わ
せ　
榛
原
総
合
病
院　
人

事
・
採
用
担
当　
馬も

上う
え

☎
（
22
）
１
１
３
１

あ
な
た
も
ベ
ビ
ー
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

い
～
ら
の
コ
ン
サ
ー
ト
ピ

ア
ノ
を
弾
い
て
み
よ
う
！

吉
田
町
牧
之
原
市
広
域
施

設
組
合
で
働
き
ま
せ
ん
か

「 

な
り
た
い
自
分
に
な
れ

る
道
」

    

自
衛
官
募
集
案
内

令
和
４
年
度
（
３
年
分
）

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出

静
岡
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

研
修
と
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

新
春
１
月
開
催
・
健
康
運

動
教
室
の
無
料
体
験
会
！

「
榛
原
総
合
病
院
」で
ぜ
ひ

一
緒
に
働
き
ま
し
ょ
う
！

焼
津
青
少
年
の
家
の
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

県
立
静
岡
中
央
高
等
学
校

通
信
制
課
程
生
徒
を
募
集

合
気
道
を
一
緒
に
楽
し
む

仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す

１
月
は
「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ

ブ
活
動
強
調
月
間
」
で
す

「
男ひ

と

と
女ひ

と

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
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困りごと・悩みごと相談 Consultation

＊職員や来庁者など、他人に会うことなく入ることができます

市民相談センター（消費生活センター）案内図

２階　市民相談センター
　　　（消費生活センター）

水道課入り口水道課入り口水道課入り口

入り口入り口入り口

市役所榛原庁舎

駐車場

駐車場

榛
原
文
化

セ
ン
タ
ー

会
館
棟

榛
原
庁
舎

西
館

静
波
体
育
館

駐車場

　税の無料相談

　心配ごと相談

　一般相談

日常生活の中での困りごとや悩み、
分からないことなどの相談を受け
付けます。困ったらまずは相談を。
期日　月曜日～金曜日
時間　９：00～12：00
　　　13：00～16：00
会場　市民相談センター
問市民相談センター　☎0088

日常生活から起こる家庭問題や金
銭貸借などの紛争を解決。司法書
士が対応します。

期日　１月12日・26日
時間　９：00～11：30
会場　市民相談センター
問市民相談センター　☎0088

　消費生活相談

契約トラブルや消費者金融、多重
債務、商品苦情など、消費や契約
に関する相談を受け付けます。
期日　月曜日～金曜日
時間　９：00～12：00
　　　13：00～16：00
会場　市民相談センター
問市民相談センター　☎0088

　女性相談

女性の抱えるさまざまな悩みを、
女性相談員が一緒に考え、解決の
糸口を探すお手伝いを電話や面接
にて対応します。
期日　月曜日～金曜日
時間　９：15～16：00
会場　さざんか
問家庭児童相談室　 ☎0083

　介護相談

介護する人たちを支えるため、相
談・支援体制を整えています。
期日　月曜日～金曜日
　　　＊祝日を除く。
時間　９：00～17：00
　　　（水曜日は19時まで）
会場　さざんか
問長寿介護課　☎0076

　巡回交通事故相談

県交通事故相談所の専門相談員が、
交通事故に関する相談に応じます。
事前予約が必要となります。

期日　１月11日
時間　10：00～15：00
会場　市民相談センター
問市民相談センター　 ☎0088

　暮らしなんでも無料相談

日常生活でのトラブルや悩みごと、
困ったことなどの相談を受け付け
ています。

期日　月曜日～金曜日
時間　９：00～17：00
問ライフサポートセンターしずおか
　しだはい事務所　☎054(646)6055

　法律相談（先着８人）

弁護士が相談に応じます。
期日　１月５日・19日
時間　10：00～12：00
　　　13：00～15：00
会場　市民相談センター
予約　８：30 ～
　　　当日電話予約のみ
問市民相談センター　☎0088

　高齢者虐待予防相談

「高齢者に関する虐待かな」と思っ
たときの相談です。事前に問い合
わせをして、気軽に相談ください。

期日　１月21日
時間　13：30～16：00
会場　相良保健センター
問地域包括支援センターさがら　☎1900

日々の生活の中で、誰かに相談したいと思っていることや疑問に感じて

いることはありませんか。秘密は厳守されますので、ひとりで解決しよ

うとせず、まずは各種無料相談窓口に相談してみてはいかがですか。

税に関するあらゆる相談に無料で
応じます。
事前予約が必要です。

期日　１月19日
時間　13：30～15：30
会場　市民相談センター
問東海税理士会島田支部　☎ 05476575

１月の相談

静岡牧之原茶マスコット
チャーフィン

新型コロナウイルス感染症対策のため、マスクの着用と体温測定の実施にご理解、
ご協力をお願いします。お出かけ前に、ご自宅で体温を測定し、37.5℃以上ある場
合のほか、咳症状や倦怠感などがある場合は、相談を見合わせてください。

　行政相談

行政相談委員が、行政に対する苦
情や要望などの相談を受け付けま
す。

期日　１月５日・19日
時間　10：00～12：00
会場　市民相談センター
問市民相談センター　☎0088

生活情報

入札結果の公表－10月

管：管理検査課　　危：危機管理課
建：建設課　　都：都市住宅課
水：水道課　　教：教育総務課
ス：スポーツ推進課
問い合わせ　管理検査課　荒川
　　　　　　☎�2602

工事・委託名 予定価格（税抜） 落札価格（税抜） 落札率 落札業者

管 榛原庁舎ロビー照明灯LED化工事 2,266,000円 2,250,000円 99.29% 大洋電設

危 牧之原消防署放射線防護施設商用電源接続工事 3,386,000円 3,386,000円 100% 光屋

建（準）久井戸川災害復旧工事 5,970,000円 5,880,000円 98.49% 山下組

建 市道細江145号線舗装修繕工事 23,600,000円 23,000,000円 97.45％ 木下組

建 市道菅ヶ谷50号線舗装修繕工事 25,660,000円 24,600,000円 95.87% 共和建設

建 市道勝間田静波線舗装修繕工事 36,720,000円 34,900,000円 95.04％ 加藤組

都 市営住宅　波津西住宅１～４号、７～８号、９～11号棟
解体工事 29,440,000円 29,000,000円 98.51％ ㈱名波土建

水 市道静波１号幹線配水管布設工事 3,020,000円 2,950,000円 97.68％ 神谷鐵工所

教 牧之原市小・中学校職員室空調機器改修工事 4,360,000円 4,200,000円 96.33％ ＹＫ電気

ス 牧之原市相良Ｂ＆Ｇ海洋センタープールサイド等
塗装修繕工事 3,015,000円 2,805,000円 93.03％ 原口塗装

ス 牧之原市海浜体育館解体工事 44,500,000円 43,600,000円 97.98％ 明建

ス 牧之原市相良Ｂ＆Ｇ海洋センター屋根修繕工事 5,050,000円 4,800,000円 95.05％ 若杉建設

　
冬
季
は
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
大
流
行

し
ま
す
。
感
染
力
が
非
常
に
強
く
、

急
性
胃
腸
炎
を
発
症
す
る
ほ
か
、
食

中
毒
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
感
染

し
て
も
症
状
の
出
な
い
人
が
い
ま
す

が
、
ウ
イ
ル
ス
を
排
出
し
感
染
源
と

な
り
ま
す
の
で
、
調
理
を
す
る
際
に

は
、
し
っ
か
り
手
を
洗
い
、
食
品
は

中
心
部
ま
で
し
っ
か
り
加
熱
を
し
て
、

食
中
毒
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
普
段
か
ら
家
族
全
員
で
２

度
手
洗
い
を
実
行
し
、
よ
く
手
を
触

れ
る
場
所
、
調
理
器
具
、
患
者
の
便

や
お
う
吐
物
を
処
理
し
た
後
は
、
塩

素
系
消
毒
剤
で
消
毒
す
る
こ
と
で
感

染
が
予
防
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
県
中
部
保
健
所　
榛

原
分
庁
舎　
☎
（
22
）
１
１
５
１

　
農
業
者
年
金
は
、
農
業
者
の
老
後

の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
年
金
制
度

で
す
。
老
後
の
安
心
の
一
助
と
し
て
、

農
業
者
年
金
へ
の
加
入
を
検
討
し
ま

せ
ん
か
。

　
保
険
料
は
、
月
額
を
自
由
に
増
減

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
い
つ
で
も
任

意
に
脱
退
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額

が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
、

税
制
上
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

対
象　
▼
20
歳
以
上
60
歳
未
満
で
あ

る
こ
と
▼
年
間
農
業
従
事
日
数
が
60

日
以
上
で
あ
る
こ
と
▼
国
民
年
金
第

１
号
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と

申
込
方
法　
事
前
に
農
林
水
産
課
に

相
談
の
上
、
申
込
書
を
提
出
す
る
。

申
込
期
限　
随
時

問
い
合
わ
せ　
農
林
水
産
課　
澤
入

☎
（
53
）
２
６
１
８

　
静
岡
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会
と

全
国
青
年
司
法
書
士
協
議
会
は
、
昨

年
度
に
続
き
「
全
国
一
斉
生
活
保
護

相
談
会 

～
あ
き
ら
め
る
前
に
相
談

を
！  

そ
の
一
歩
が
命
を
つ
な
ぐ
～
」

を
開
催
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
、
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。
気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

日
時　
令
和
４
年
１
月
30
日
日　
午

前
10
時
～
午
後
４
時

専
用
電
話
番
号
（
当
日
の
み
）

☎
０
１
２
０
（
０
５
２
）
０
８
８

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

問
い
合
わ
せ　
静
岡
県
青
年
司
法
書

士
協
議
会　
小
林

☎
０
５
０
（
５
２
１
５
）
８
５
０
５

　
聴
講
を
希
望
す
る
人
は
、
気
軽
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
令
和
４
年
２
月
12
日
土　
午

後
１
時
30
分
～
（
午
後
１
時
～
受
付
）

会
場　
さ
ざ
ん
か

テ
ー
マ　
「
精
神
障
害
を
か
か
え
た

当
事
者
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す

に
は
」

講
師　
内う

ち

田だ

勝か
つ

久ひ
さ

氏
（
静
岡
県
精
神

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
）

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
精
神
保
健
福
祉
み
ど
り
会　
加
藤

☎
０
９
０
（
４
０
８
３
）
３
０
３
７

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
の

感
染
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

一
人
一
人
の
農
業
者
を
応

援
す
る
「
農
業
者
年
金
」

精
神
保
健
福
祉
み
ど
り
会

が
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

「
全
国
一
斉
生
活
保
護
相

談
会
」
気
軽
に
相
談
を
！

　
簡
単
に
、
楽
し
く
、
お
い
し
い
お

菓
子
を
作
っ
て
、
日
頃
の
疲
れ
を
癒

し
ま
し
ょ
う
。

　
参
加
者
・
介
護
職
員
と
の
座
談
会

も
あ
り
ま
す
。

日
時　
令
和
４
年
２
月
５
日
土　
午

前
10
時
～
正
午

会
場　
さ
ざ
ん
か

対
象　
市
内
在
住
で
、
在
宅
で
介
護

を
し
て
い
る
人
や
こ
れ
ま
で
介
護
を

経
験
し
た
人
、
今
は
介
護
を
し
て
い

な
い
が
将
来
的
に
介
護
に
不
安
を
感

じ
て
い
る
人

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
む
。

参
加
費　
無
料

定
員　
15
人

申
込
期
限　
令
和
４
年
１
月
22
日
土

そ
の
他　

▼
送
迎
が
必
要
な
人
は
、

申
込
時
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
▼
感

染
症
の
状
況
に
よ
り
、
延
期
ま
た
は

中
止
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ　
相
良
清
風

園　
田
中　
☎
（
55
）
０
５
５
０

お
菓
子
作
り
で
ス
ト
レ
ス

解
消
！
介
護
者
の
つ
ど
い
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▼
私
は
６
年
ほ
ど
市
外
に
住
み
、

最
近
市
内
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
き
た

の
で
す
が
、
驚
い
た
の
が
、
ス
ー

パ
ー
な
ど
の
お
店
に
外
国
人
が
と

て
も
多
い
こ
と
▼
調
べ
て
み
る
と
、

こ
こ
数
年
で
市
の
人
口
に
占
め
る

外
国
人
の
割
合
が
急
激
に
増
加
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ

し
て
そ
れ
に
伴
い
、
地
域
や
学
校

な
ど
で
、
多
く
の
課
題
が
浮
き
彫

り
に
な
っ
て
い
ま
す
▼
そ
ん
な
中
、

11
月
か
ら
始
ま
っ
た
「
は
じ
め
て

の
日
本
語
教
室
」
で
は
、
日
本
語

を
話
せ
な
い
ブ
ラ
ジ
ル
国
籍
の
26

人
が
、
約
50
人
の
市
民
サ
ポ
ー

タ
ー
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
日
本
語
を
学
ん
で
い

ま
す
。
私
が
取
材
し
た
４
回
目
の

教
室
で
は
、
と
て
も
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
、
消
火
器
や
１
１
９
番

通
報
を
実
践
し
な
が
ら
学
ん
で
い

ま
し
た
。
教
室
は
来
年
２
月
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
全
12
回
開

催
さ
れ
ま
す
▼
こ
う
し
た
取
り
組

み
に
よ
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
外

国
人
の
皆
さ
ん
の
双
方
の
理
解
が

進
み
、
誰
も
が
住
み
よ
い
ま
ち
に

つ
な
が
る
と
い
い
と
思
い

ま
す
。

広
報
ま
き
の
は
ら
vol.243

 

宏

令
和
３
年
12
月
15
日
発
行

輝け!未来

板
倉
　
大
河
さ
ん

い
た
く
ら
・
た
い
が
　
　
　
坂
部
小
学
校
６
年
　
坂
部
区

ぼくの夢は、プログラマーになること
より便利な生活ができる世の中にしたい
ぼくは、プログラミングを活用した仕事をしたいです。マイクロビットを

使った授業で、明るさや傾斜に反応してライトを点灯させることができ、

とてもおもしろいと思いました。プログラミングを使うといろいろな物が

作れそうです。ぜひ、生活に役立つ物を作って、より便利な生活ができる

世の中にしたいと思います。


